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   障害者支援施設みずき 

  令和８年度（２０２６年度）事業計画 

 

「ワクワクする未来へ・ともに変わっていく」 

 

 今年度、法人やみずきでは大規模修繕や人事労務システムの導入など、ご利用者、職員ともにこれまで

の日常が大きく変わるような予定が多くあります。大規模修繕では居室の一時的な移動や、音の問題  

など、さまざまな変化が起こってきます。勤怠管理についても、打刻方法が変わるだけでなく、より   

ペーパーレスな方法へと申請や明細を変更していく予定です。支援の現場でも、新たな支援記録システム

の導入を行っています。 

また、ご入居者については「地域移行の意向確認」が始まるなど、ご利用者と地域とのつながりが重要

となるなか、民家が少ないこの場所で地域をどうとらえて活動をすすめていくのか、みずき内の体制も 

含めて考えていかなければなりません。 

こうした大きな変化があるときこそ、これまでの慣習にとらわれず、変化を利用し、楽しみ、ご利用者、

職員、関係者ふくめて非日常を楽しめるよう支援を充実させ、ご利用者、職員ともにみずきに対しての 

満足度をあげていくことが、この大きな変化を乗り越えるために必要だと思っています。 

 さまざまな変化をワクワクする未来へつなげていきましょう。 

 

Ⅰ．重点目標 

１．ともに考えるご利用者支援 

（１）設定理由・・・ご利用者の未来を考えるのは、支援者ではなくご利用者自身であり、それを支え

ることが支援者の役割であることを前提に、ご利用者の意思を表明する場を  

しっかりとつくり、ともに考えていけることが重要だから。 

（２）内容 

    ①意思決定支援の充実にむけて、研修などの取り組みを行います。      

    ②意思決定支援の実践の場でもある、個別支援や外出支援の推進を継続します。 

    ③大規模修繕に向けて、安心して過ごせるよう、しっかりとした説明を行い支援の継続を図り 

ます。 

 

２．ともに長く働ける職場づくり 

（１）設定理由・・・将来に向けて持続的に運営を続けていくにあたって、職員が長く働いていける  

ことが重要です。そのための仕組みづくりに取り組んでいく年にしたいと思って

います。 

（２）内容 

    ①職員採用をスピーディーに行うための体制を整えます。 

    ②DX（デジタルトランスフォーメーション）化に向けて、情報共有とサポートを充実させます。 

    ③健康経営やラフールサーベイ、制度の活用など、法人の取り組みとも連携しながら職員の満足

度の向上を目指します。 

     

3．地域をともにする基盤づくり 

（１）設定理由・・・みずきの地域性として、近隣は施設が多いところとなっています。また、あらた

な施設も設立されるなかで施設同士のつながりを強くすることで、この地域なら

ではの協力体制がつくれればと思います。 

（２）内容 

    ①みずき内で地域に向けた体制をあらたに構築します。 

    ②近隣施設との交流機会を増やし、この地域ならではの接点を増やします。 
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4． 未来を見据えて足もとを固める 

（１）設定理由・・・中長期的な見通しを持って、財務規律を確立し、効果的な予算執行にひろい視野

を持って取り組める職員を増やし、みずき全体で取り組んでいきます。 

（２）内容 

    ①施設整備を滞りなくすすめていきます。 

    ②管理職全体での財務管理を目指し、財務部とも連携しながら学びの場を設けます。 

    ③先を見据えて、必要な施設整備について、管理課と各部署が協力しながら計画をつくっていき

ます。 

 

Ⅱ．利用実績・財務に関する目標 

１．利用率・目標件数等 

（１）目標値 

    ①施設入所支援・・9４.５％（平均で 30.2 床の利用） 

    ②生活介護Ⅱ・・72.5％（週 6 日で延べ 87 名、一日平均 14.5 名の利用） 

    ③短期入所・・100％（大規模修繕の開始時期によって下方修正が考えられます。） 

（２）設定根拠 

①退所があった場合の空床期間の短縮、入院を未然に防ぐための日頃の健康面の支援の充実に 

引き続き取り組みます。 

   ②利用枠の空きが多い三鷹市のご利用者獲得に取り組みます。 

③大規模修繕の状況によっては、工事期間短期入所利用の減が想定されます。ご利用者の利用 

しやすい環境づくりと体制を整えていきます。 

 

2．決算黒字化に向けて 

（１）目標値 

    ・事業活動資金収支差額・・＋3,000 万円（収入の 5％以上） 

（２）取り組み内容 

    ・地域コーディネーターの設置と、地域に向けた営業活動体制の強化を図ります。 

    ・ご利用者受け入れの基盤である、人員体制の安定を目指して採用活動に力をいれます。 

    ・予算の進捗管理と理解促進を、予算管理委員会中心にすすめていきます。財務部、管理課、 

リーダー会議等と連携していきます。 

 

Ⅲ．年間予定 

日にち 名称 内容 

7 月、1 月 新人フォローアップ研修 新人職員へのフォロー 

4 月、10 月 喀痰吸引等特定の者研修 特定の利用者に対し、吸引等を実施できる資格 

6 月 権利擁護（虐待防止）研修 全職員必須、セルフチェックリスト提出 

5,9,3 月 防災訓練（BCP） みずきとして火災、地震想定の総合・夜間想定訓練 

9,3 月 緊急時連絡訓練 安否確認メール連絡訓練（法人） 

特定月 意識向上月間 
食品衛生（6 月）、防犯（7 月）、感染症（11 月）、

防災（2 月） 

毎月 第三者委員相談日 第三者委員がみずきを訪問し相談活動 

4,7,10,1 月 第三者調査委員会 直近 3 ヶ月の苦情対応、相談内容等協議 

第 3 金曜 多摩ブロック会議 
第 1 月曜・金曜 

運営会議（予算管理、権利擁護、

リスク管理、労働安全衛生、ハラ

スメント防止委員会） 第 3 水曜 多摩ブロック管理課会議 

第 2 金曜 リーダー会議 第 1 金・3 木曜 入居支援課運営会議 

第 1～第 4 火曜 入居支援課職員会議 第 2 火曜 通所支援課運営会議 

第 4 火曜 通所支援課全体会議 第 1・3 水曜 通所支援課グループミーティング 

毎月第 4 金曜 看護会議 第 2 木曜 リハミーティング 
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不定期開催 食事支援課会議 毎月 地域支援課会議 

第 3 火曜 日中活動調整会議 第 1 水曜 短期入所調整会議 

第 3 水曜 管理課会議 第 2 月曜 サービス支援室ミーティング 

第 2 水曜 人財育成委員会 第 4 金曜 広報委員会 

第 3 金曜 支援力向上委員会会議 第 4 水曜 安全委員会 

第 3 月曜 環境整美委員会 第 4 水曜 みずき祭り実行委員会 

 

 

【入居支援課】 

 

キーワード：「P：Public＆Private（公私）」「C：Collaboration（協働）」「R：Review（見直す）」  

成長しつづけられる仕組みと体制を構築します。 

 

Ⅰ．重点目標 

１．「だれかしかできない」を「みんなでできる」に 

（１）設定理由・・・支援業務において、個人の経験や勘、蓄積された知識や技術にたよりすぎると  

その特定のひとの不在は即、提供する支援の質の低下やリスクにつながります。

その状況が常態化することで、問題の抱え込みやご利用者との不適切な距離感

や関係性がうまれるなど、権利擁護にふれるリスクが発生する可能性が高まり

ます。 

（２）内容 

    ①だれかしかできない業務を洗いだし、みんなでできる方法を具体化し行動に移していきます。 

②ＩＣＴを活用し、マニュアルなどによる業務や支援内容を見える化し、全員が支援の内容や 

対応のルールなどの情報を共有できる環境をつくります。 

 

２．日常業務と支援のあり方のゼロからの見直し 

（１）設定理由・・・昔からの常識や実績、前提条件や既成概念にとらわれず、ゼロからの視点をもっ

て現在の状況にあった最善の業務や支援に変えていくことで支援の基本水準を 

あげていきます。 

（２）内容 

    ①日々の忙しさのなかでいつの間にかやらなくなっているよい習慣や、形骸化して残っている    

習慣を整理し、実際の取り組みを具体化し行動にうつしていきます。 

    ②職員の行動や支援の指針となるものにまとめていきます。 

 

3．ＩＣＴの導入と活用 

（１）設定理由・・・導入と活用によりうまれた時間を支援にそそげる環境をつくります。 

（２）内容 

    ①タブレット使用により、ペーパーレス化やリアルタイム入力ができることで手書き記録や 

二重記録を減らしていきます。また、日々の記録を充実させ、アセスメントやモニタリングを

する際の情報として活用していきます。 

    ②職員への情報の共有化をはかるために活用していきます。 

    ③事務作業時間の削減により、支援にそそぐ時間をうみ出し、新たな活動や取り組みに時間を     

あてていくなど支援の質を高めていきます。 

 

4．日常からの意思決定支援の実施 

（１）設定理由・・・今年度より地域移行に関する意向確認が義務化され、個別支援計画書への反映が

義務づけられます。ご利用者の意思や希望がきちんと確認され、その意向を尊重 

した支援が提供されることが求められています。 

（２）内容 

    ①サービス管理責任者とリハビリ専門職をはじめとする他職種とともに、ご利用者ひとりひと
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りの意思決定支援の内容を明確化し、意思表出困難なご利用者に対しては、意思決定の方法に

ついて探っていきます。言葉だけでなく、表情や行動、日常の選択の機会（外出先、選択食、

イベントの参加など）をつうじた日常的な意思決定支援を実施します。表出された意思は記録

し、ご本人らしさの情報をつみあげていきます。 

5．大規模修繕下における安定した活動の実施と新規活動、イベントの提案 

（１）設定理由・・・大規模修繕下でこれまでの活動を安全に行うために実施環境や人員配置など、  

いつも以上の配慮が必要になります。地域の資源を活用し安全な環境を、他部署

や地域と協働することで支援者を確保し、この環境下だからこそできる新たな 

活動を提案、実施し、活動の充実をはかっていきます。 

（２）内容 

    ①専任職員以外でも活動が実施できるよう、活動における支援内容を見える化し職員へ共有、 

安定した活動実施につなげます。 

②専任職員以外の他職員による活動企画を日中活動時間に試行実施します。 

    ②大規模修繕の環境下、安全や人手確保に考慮し、他部署や地域と協働した活動など、新たな 

活動を企画し、実施します。 

 

Ⅱ．利用実績・財務に関する目標 

１．利用率・目標件数等 

（１）目標値 

     94.5％ 

（２）設定根拠・・ご利用者の半数が 60 歳を過ぎ、重度化とともに高齢化がすすんでいます。         

体調急変による入院や検査による入院日数の延長、病院や施設移行される方も         

つづき、入所調整期間の空床も含め年々想定内の維持が難しくなっています。         

今年度も疾病の進行や年齢による体調の急変はあると予想され、また、他施設  

サービスの利用や地域移行に関心を示されるご利用者もいらっしゃることから         

目標値を昨年度同等としました。 

 

2．決算黒字化に向けて 

（１）目標値 

    ・空床日数を減らし、満床を維持できるようにする（継続）  

（２）取り組み内容 

    ・日常の健康管理につとめ、体調不良時には通院等、早期に対応し、入院につながる重篤化を 

防ぎます。 

    ・入退所時調整が予想される場合は速やか（調整期間 1 カ月を目標）に対応をします。 

     長期利用をしていただくために、利用調整の際は施設利用についての意向を確認します。 

    ・日中サービスを他事業所利用されているご利用者の利用調整を行います。 

    ・選ばれる施設であるように、福祉サービスを検討されている方の見学、相談に対応します。 

    ・適正な経費執行、予算管理を行います。 

 

Ⅲ．年間予定 

日にち 名称 内容 

4 月 みずき喫茶 ウッドデッキにて喫茶 

5 月 
グループ散策 

しょうぶ湯 

近隣散策（春） 

6 月 
七夕 短冊かざり 

スポーツ大会（通所交流） 

短冊かざり 

通所交流 

7 月 
花火イベント 

カードづくり 

花火イベント企画 

通所交流 

8 月 納涼イベント 夏遊びイベント企画 

9 月 グループ散策 近隣散策（秋） 
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みんなの展覧会 

10 月 
音楽の日 

ハロウィンイベント 

装飾 仮装 ハロウィンイベント企画 

12 月 

WaiWai まつり 

ゆず湯 

クリスマスイベント 

もちつき 

年末イベント 

 

 

映画鑑賞会  

もちつき 装飾 

年末イベント企画 

1 月 新年会 装飾 正月遊び 年始イベント企画 

2 月 

俳句を詠もう 

移動動物園（通所交流） 

お雛様づくり 

装飾 豆まき 

通所交流 

3 月 
お花見 ウッドデッキにて喫茶 

飾り付け 

年間 施設内装飾 

近隣イベント参加 

渡り廊下や入居棟内、季節の装飾 

４～５イベントを予定 

年 1 回 長時間外出（ケアプラン） 遠出外出 近隣イベント参加 

年 1 回 グループ外出 毎月 3～4 名でグループ外出 

第 4 火・木曜日 利用者懇談会 施設からのお知らせ 報告 提案等 

ご利用者間の意見交換 施設への要望 

第１金曜日 

第３木曜日 

入居支援課運営会議 事業運営の検討 苦情対応 

支援検討 業務調整等 

毎週火曜日 職員会議 業務改善 事故・ヒヤリ検証 支援検討 

内部研修の実施 

臨時 男性、女性会議 支援動線 支援の検討 

第 3 火曜日 日中活動調整会議 入居支援課、通所支援課、リハビリテーション科、サ

ービス支援室と日中活動の調整 イベントの企画 

適宜 ケアカンファレンス 支援検討 

適宜 

 

アセスメント会議 

 

ご利用者参加 基本情報の更新 アセスメント 

個別支援計画作成 

 

 

【通所支援課 生活介護Ⅱ】 

 

 利用率の向上になかなか結びつかない状況ですが、昨年度は個別外出やグループ外出の実施にくわえ、

「移動水族館」や「移動動物園」の開催など、ご利用者に非日常の体験を多く提供することができました。 

 今年度については、改めて「意思決定支援＝ご利用者主体・権利擁護」を念頭に、ご利用者ひとり   

ひとりのニーズを捉えたサービス提供や、より地域とのつながりを推進していきます。また、取り組みを  

地域・社会に積極的に発信することにより、新たなご利用ニーズとつながれるようにしていきます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１．ご利用者のニーズを中心においた支援を展開し、ご利用者や地域の方に選ばれ、必要とされる事業所

を目指します。 

（１）設定理由・・・利用率の伸び悩みが続くなか、現在ご利用いただいている方へのサービスを充実

させていくことが、ご利用日数の増加や、新規のご利用につながる（＝利用率アッ

プ）ために大切です。 

（２）内容 

    ①ご利用者との日常のコミュニケーション（かかわり）を大切にし、ご利用者が率直に意思を 

表明できる（くみ取れる）関係や、その機会をつくります。 
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    ②ご利用者のニーズは、日常場面（介助場面含む）、個別支援、日中活動、年間行事などを活用

して充足できるようにします。 

    ③ご家族や相談支援事業所などの関係機関と必要に応じて情報共有を行いながら、ご利用者に

とって安心・安全なサービス提供・支援の充実を図ります。 

２．質の高いサービスを継続できるよう、支援体制（ひと・環境）を整えます。 

（１）設定理由・・・支援のさらなる充実や利用率アップを目指していくためには、職員の採用・育成

を推進していくこととあわせて、業務の効率化をはかることが必要です。 

（２）内容 

    ①福祉職未経験者の入職割合が増えるなか、ＯＪＴを丁寧に粘り強く行い、ご利用者に応じて 

安全にサービスを提供できる人財を育成します。 

    ②みずき・法人の「権利擁護・虐待防止研修」・「医療に係る研修」、VISION2028 育成チーム

の階層別研修、外部研修を受講・内部共有し、専門職としての知識や技術をサービス提供に 

活かせるようにします。 

    ③運営（課内係業務含む）における役割分担は、法人キャリアパスや職員の意欲・能力（強み）  

     を考慮して行い、主体的な取り組みを推進します。 

    ④新しく導入された支援記録システムについて、段階的に運用を開始し、記録の充実と効率化に

つなげます。 

 

３．ご利用者・事業所と地域とのつながりを推進します。 

 （１）設定理由・・・施設内の取り組みだけでなく、地域・社会での経験・体験が増えることで、     

ご利用者の楽しみや新たなニーズにつながり、またそれを発信することで、魅力

ある事業所として地域に知っていただくことにつながります。 

 （２）内容 

     ①個別・グループ外出、近隣施設を利用したイベントなど施設外での取り組みを実施します。 

    ②近隣の他事業所や学校主催行事への参加などをとおして、ご利用者が地域・社会の一員である

ことを感じられ、職員も地域とのつながりを楽しめるようにします。 

    ③日中活動やイベントなどをとおして、入居や他事業所のご利用者・職員と交流します。 

    ④行政や地域の相談支援事業所・特別支援学校と適宜情報提供（共有）を行うとともに、取り 

組みに関して、ＳＮＳや法人ホームページなどで発信します。 

 

Ⅱ．利用実績・財務に関する目標 

１．利用率・目標件数等 

（１）目標値 

    ・生活介護Ⅱ・・７２.５％ 

（２）設定根拠・・年度末時点の６日/週あたりの利用人数８４人（７０.0％）ですが、昨年度の実績

から欠席により５％減を見込まれるため、営業活動などにより９３人（７７.５％）

を目指します。 

 

2．決算黒字化に向けて 

（１）目標値 

    ・利用率・・７２.５％ 

    ・サービス提供時間：各利用者６時間平均。 

（２）取り組み内容 

    ・支援の必要性も考慮し、現ご利用者の日数増の提案。 

    ・調布市・三鷹市・府中市の相談支援事業所への営業活動とニーズ調査。 

    ・実習生の積極的な受け入れと実習後から進路決定までのフォロー。 

 

Ⅲ．年間予定 

日にち 名称 内容 

４月 イースター エッグハント 
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母の日創作（２７日～） 母の日に贈るプレゼント創作 

５月 
母の日創作（～２日） 

イベント入浴 

母の日に贈るプレゼント創作 

しょうぶ湯 

６月 
スポーツ大会 

父の日創作 

外部施設を利用したスポーツイベント 

父の日に贈るプレゼント創作 

７月 お菓子づくり お菓子をつくって食べる活動 

８月 お買い物イベント お買い物の疑似体験イベント 

９月 日帰り外出① 車両を使用したグループ外出 

１０月 

日帰り外出② 

秋フェス 

お菓子づくり 

ハロウィン 

車両を使用したグループ外出 

秋祭り（射的・ヨーヨー釣り・ゲームなど） 

お菓子をつくって食べる活動 

創作・フロア内パーティー 

１１月 外大祭外出 東京外国語大学学園祭への外出 

１２月 

 

イベント入浴 

クリスマス会 

忘年会 

ゆず湯 

ハンドベル演奏や喫茶 

ビンゴ大会など 

１２月３０日～

１月３日 

年末年始休業  

１月 
新年会 

初詣 

正月遊び 

大國魂神社への初詣外出 

３月 お花見会 喫茶 

年１回 

（ご利用者ごと） 

長時間外出 個別支援計画・個別のニーズに合わせた外出 

毎月第４火曜 全体職員会議 通所支援課全職員対象。課題の検討、内部研修、運営

報告等 

毎月第２火曜 運営会議 通所支援課役職者対象。運営に係る事項の検討 

毎月第１・３水曜

（各グループ隔

月１回） 

支援会議 個別支援計画の半期ごとのモニタリング、フェイス・

アセスメントシートの更新、利用者対応に関する検討 

 

 

【通所支援課 委託型短期入所】 

Ⅰ．重点目標 

1．安心・安全な支援体制の整備（継続） 

（1）設定理由・・・新規の方でも安心して支援を受けていただけるように、一定の個別性にも配慮した

支援体制を整備することが大切です。 

（2）内容 

 ①ご本人（ご家族）、関係機関より、事前・必要時のアセスメントにて、介助方法や対応上の留意事項

を確認し、ご利用期間中の安心・安全なサービス提供につなげます。 

②当該事業がご利用者にとってより有意義なものになるよう、適宜３市（府中市・三鷹市・調布市）と

情報交換を実施していきます。 

 

【通所支援課 日中一時支援】 

Ⅰ．重点目標 

1．安心・安全な支援環境の整備（継続） 

（1）設定理由・・・現在および将来の利用ニーズに応えるという事業の意義を理解したうえで、日中   

一時支援ご利用者が生活介護ご利用者とともに安心して過ごせる支援環境が必要

です。 

（2）内容 

 ①利用される方の状況や背景はさまざまですが、どなたにも安心して安全に過ごしていただけるよう、 
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支援方法や環境について丁寧にアセスメントを行います。 

②医療的ケアについては、看護師が対応します。 

生活介護と同程度を対応可能な範囲としてご利用ニーズに応えられるようにします。 

 

【東京都重症心身障害児（者）通所事業】 

Ⅰ．重点目標 

1．安心・安全な支援の提供（継続） 

（1）設定理由・・・重心の方は健康状態に配慮しながらみずきに来ること（＝社会参加）、必要なサービ 

         スを受け、安心・安全に過ごしていただくことが大きな目的になります。 

（2）内容 

 ①介護・看護による連携した健康チェック、ご本人が安心して過ごせる環境設定、ご家族とのコミュニ 

ケーションを大切に、安全性の高い支援を提供します。 

 ②ご利用者（ご家族）の意向、ご利用者の特性を踏まえて、無理のない範囲で参加できる日中活動  

（リラクゼーションやスヌーズレン ほか）を提供するとともに内容について適宜見直します。 

③生活介護と同様で、個別支援計画にもとづいたサービスを提供し、PDCA にて支援の進捗管理を  

行います。 

 

 

【健康支援課】 

 

【健康支援課医務科】 

Ⅰ．重点目標 

【医務科】 

１. 医務科（看護）の体制維持を目指し、他部署と連携しながら安心・安全なご利用者支援(看護)を継続

していきます。 

（１）設定理由・・・医療ケアはご利用者の生活の一部であるとともに生命・生活を維持していくため

に必要不可欠なものです。ご利用者が安全かつ安心な生活を続けられるように 

するためには、安定した医療支援の提供（看護体制の維持）や多職種との連携に 

よる多方向からの支援が重要です 

（２）内容 

    ①みずきが提供する医療ケアなどについては、みずきの現状・ご利用者ニーズ・制度や社会の 

動向などを見据えながら検討・修正していきます。 

    ②看護師全員が指導看護師研修を受講することで生活支援員への医療的ケア研修（喀痰吸引・ 

経管栄養）の充実を図り、質の高い医療サービスの提供を目指します。 

    ③看護間だけでなくご利用者支援にかかわるひとたちとのより良い関係性を築くために、日頃

からのコミュニケーションを心がけ連携に努めていきます。 

    ④感染症研修等については意識向上・知識習得・対応方法の周知など、現場に根付く方法を  

検討・実施していきます。 

 

【入居支援課看護】 

1. 「リビングウィル」をとおして医療に関する意思決定支援を継続します。 

（１）設定理由・・・ご利用者の高齢化により身体機能の低下、新たな疾患の発症などが見られ    

ます。病気の治療や人生の最終段階にどのような医療を希望しているか、具体的          

に把握していく必要があります。ご利用者本人が最も大切にしていることに          

もとづいて意思決定していく過程（自分で考えて意思を伝える）をとおして、          

医療面での権利や尊厳が守られるよう努めていきたいと思います。 

（２）内容 

    ①医療状況が変わった時などに、看護の視点でご利用者やご家族に聞き取りをしていきます。 

    ②ご利用者本人とご家族の意向を把握し、リビングウィルの確認（事由発生時、個別支援計画 

     説明時など）をします。 
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    ③聞き取りに際しては対象者に合わせたコミュニケーションに留意し、意思決定の支援に努め 

     ます。 

    ④訪問診療医、嘱託医と連携し、ご利用者の体調管理に努めます。 

 

【通所支援課看護】 

１. ご利用者の身体状況および医療状況の変化に適切に対応していきます。 

（１） 設定理由・・・基礎疾患の進行や新たな疾患への罹患、年齢等による身体機能の低下等で必要 

       な医療ケアに変化が生じてくるご利用者は増加してくると考えられます。 

ご利用者が生活の質をなるべく低下させることなく在宅生活を継続できるよう 

な医療支援を行っていくことが重要です。 

（２） 内容 

① 健康状態や身体状況の変化を早期に発見するためにご家族等との連絡を密にしていきます。 

② 医療ケアの実施方法や現状、今後についてもご家族と相談していきます。 

③ 必要に応じて医療状況提供書や医師の指示書、同意書などの書類を速やかにご提供いただき

状況や内容を確認し、実施についての検討を行います。 

④ 新しい対応方法については、看護師およびご利用者にかかわる職員に周知し、安全に対応 

していきます。 

⑤ 医療・福祉等への理解を深めるために外部研修等に積極的に参加していきます。 

 

２. 職員の育成と職員間の連携で安心・安全な医療ケアを提供していきます。 

（１）設定理由・・・ご利用者に必要な医療ケアをいつでも滞りなく提供するためには、職員の育成と     

連携づくりが大切です。 

（２）内容 

① 看護間の報連相を丁寧かつ確実に実施していきます。 

② 職員への研修、フォローアップ研修を行っていきます。 

③ 職員とのコミュニケーションで情報の共有を図っていきます。 

 

Ⅲ．年間予定 

日にち 名称 内容 

9 月 

 

第 1 回定期健康診断 

対象：ご利用者、職員 

項目：血液検査、胸部レントゲン撮影、心電図 

   職員は身体計測、その他オプション検査 

6 月・11 月 感染症予防月間 感染症予防・対策等の研修 

11 月～12 月 インフルエンザ予防接種 ご利用者・職員の接種希望者 

1 月 コロナワクチン接種 ご利用者の接種希望者 

2 月 or3 月 

 

第 2 回定期健康診断 

 

対象：ご利用者、職員 

項目：血液検査 

   腰痛健診（職員の対象者） 

毎週火曜日 Ⅰ課職員会議 要請があれば常勤看護師が参加 

第 1・3 水曜日 通所支援課支援会議 リーダー、通所支援課担当看護師が参加 

第 2 火曜日 通所支援課運営会議 リーダーが参加 

第 2 金曜日 リーダー会議 リーダーが参加 

第 4 火曜日 通所支援課全体会議 リーダー、通所支援課看護師が参加 

第 4 金曜日 看護会議 医務科常勤看護師が参加 

 

4 月・10 月 

 

特定の者の研修 

対象：新入職員（生活支援員） 

内容：第 3 号基本研修・演習（9 時間） 

日程は指導医の来設予定にて決定 

 

 

【リハビリテーション科】 
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Ⅰ．重点目標 

１． 国際生活機能分類（ICF）を積極的に活用し、ご利用者の全体像の把握や目標実現のために、リハ

ビリテーション科としてできることや連携しておこなうことを明確にすることで、支援の質を上げ

ていきます。 

（１）設定理由・・・意思決定支援が義務化されることで、より丁寧にご利用者の意向を聞き取ること

が必要であり、このことはリハビリテーションを行う上での目標を決める際にも

重要となります。一方、リハビリテーション科を取り巻く環境として、職種として

の役割以外の業務が増加し、その対応に時間を割かれる状況が増えています。時間

的な制約があるなかでも、必要な対応は確実に行っていくことが求められていま

すので、各職種で行うこと、リハビリテーション科として行うこと、連携しながら

実施していくことを整理しながら対応していく必要があります。そのための  

ツールとして、ＩＣＦを積極的に活用していきたいと考えています。昨年度の人財

育成内部研修において、ＩＣＦを使った意見交換を行った際には、通常行われて 

いるアセスメント会議の場とは異なる視点で意見交換ができたと思います。また、

ご入居者の障害像の多様化や重度化に対し、その方がその方らしく生活していく

ための支援を継続していけるように、その方が持っているプラスの側面に働き 

かけていくことは、大切な要素であると考えます。この視点においてもＩＣＦを 

ツールとして活用することは有効です。リハビリテーション実施計画書には  

ＩＣＦの考え方が適用されていますが、より見える形でＩＣＦを活用できるよう

に、ＩＣＦシートを使用していきたいと考えています。 

（２）内容 

    ①リハカンファレンスでＩＣＦシートを使います。 

    ②科内のケース検討時に、ＩＣＦシートを使って検討します。 

    ③人財育成内部研修のリハ科担当月に、一年間の取り組みを組み込んだ研修内容を検討します。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

4 月～3 月 

リハカンファレンスの開

催 

リハビリテーション実施

計画書の作成 

プログラムの実施 

計画の見直し 

 

 

栄養ケアマネジメント 

栄養ケア計画書の作成 

食生活支援 

 

 

 

ケース検討 

 

 

人財育成内部研修実施 

個別支援計画書・リハカンファレンスにもとづき、リ

ハビリテーション実施計画書を作成する。 

 

 

計画書にもとづく支援を実施する。 

定期的な見直しを行う。 

 

 

栄養スクリーニング。 

栄養ケア計画書の作成、支援の実施。 

栄養アセスメント・モニタリング（月 1 回以上）。 

栄養ケア計画書随時見直し。 

栄養講習会。 

 

ICF シートを利用したケース検討。 

 

 

内容、実施方法などを検討・企画し実施する。 

随時 外部研修 知識、技術を深める。伝達講習。 

毎月第２木曜日 リハミーティング 各職種報告、ケース検討、企画検討。 

毎月第４木曜日 リハ勉強会 研修報告、ケース検討、企画検討。 
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【食事支援課】 

 

Ⅰ．重点目標 

1．【安心安全で安定した食事提供】 

（1）設定理由・・・ご利用者個々の栄養状態、健康状態に応じた食事内容（各食事形態および 

病中、病後の療養食）の提供を行います。 

（２）内容 

①年 1 回の嗜好調査および、ご利用者からの聞き取りによる意見をもとに、食事支援課内の

ミーティング等でメニューの考案や、食材の硬さ、味付け、風味、形状の工夫を行い、 

定期的なイベント食を計画、安心安全で美味しく飽きのない食事提供を行います。 

ご利用者のニーズ把握を行い、ご利用者の意見を反映したイベント食提供を計画します。 

また、イベント食提供時の調理職員による館内アナウンスを継続して行い、ご利用者への

「食事」・「楽しみ」・「食事をつくっているひと」の認知を図り、満足度向上に努めます。 

   ②職員に提供されて食事を試食してもらい、食事提供の理解を深めます。 

   ③狛江グループホームへの安定した配食サービスを実施します。 

  

2．【栄養ケアマネジメントにもとづく食事提供】 

（1）設定理由・・・栄養ケアマネジメントによるご利用者に適切な食事提供を実施します。 

（２）内容 

①ご入居者ごとに栄養スクリーニングを実施し、低、中、高リスクの 3 段階に分類、定期的

なアセスメント・モニタリングを行うことにより、個々に適した食事形態、必要量を満たし

た食事提供を行います。 

②栄養補助食品やエンシュアゼリーをご利用者に合わせてプランニングを行います。 

 

 3．【衛生基準の周知確認】 

（1）設定理由・・・周知された衛生基準の認知度を確認し、HACCP 制度（食品の衛生管理方式

であり、危害分析重要管理点と和訳されます）に沿った安全な食品提供を 

実施します。 

（２）内容 

   ①施設に合わせた HACCP による衛生基準の周知および、認知度の確認を継続して行い、  

安全な食品提供を行います。 

   ②衛生が整った環境の維持を行います。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

令和８年 栄養ケアマネジメント実施 栄養ケア計画にもとづいた食事提供 

4 月 花見行事献立 

郷土汁献立・選択食・デザー

ト選択 

花見行事献立提供 

5 月 

こどもの日行事献立 

郷土汁献立・選択食・デザー

ト選択 

こどもの日行事献立提供 

6 月 

食品衛生意識向上月間 

和菓子の日行事献立 

郷土汁献立・選択食・デザー

ト選択 

食品衛生に関する注意喚起を行う 

和菓子の日行事献立提供 

食セクション「献立交換」 
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7 月 

七夕行事献立 

海の日行事献立 

郷土汁献立・選択食・デザー

ト選択 

七夕、海の日行事献立提供 

8 月 

山の日行事献立 

郷土汁献立・選択食・デザー

ト選択 

山の日行事献立提供 

9 月 

敬老の日行事 秋分の日行

事 郷土汁献立・選択食・デ

ザート選択 

敬老の日、秋分の日行事献立提供 

10 月 

事業中間報告 

スポーツの日行事献立 

郷土汁献立 選択食 デザ

ート選択 

事業計画、栄養ケア計画報告 スポーツの日献

立提供 

食セクション笑顔セクションコラボ企画 

11 月 

みずき祭献立（予定） 

文化の日行事献立 

郷土汁献立 選択食 デザ

ート選択 

みずき祭り、文化の日行事献立提供 

12 月 

クリスマス行事献立 

大晦日行事献立 

郷土汁献立 選択食 デザ

ート選択 

クリスマス、大晦日行事献立提供 

令和９年 1 月 

お正月行事 七草行事 成

人の日行事  郷土汁献立 

選択食 デザート選択 

お正月、七草行事、成人の日献立提供 

2 月 

嗜好調査アンケート実施 

節分行事 バレンタイン行

事  郷土汁献立  選択食 

デザート選択 

嗜好調査アンケート実施 節分、バレンタイン

行事献立提供 

食セクション「デコりんこ」  

 

3 月 

ひな祭り行事 春分の日行

事  郷土汁献立  選択食 

デザート選択 

ひな祭り、春分の日行事献立提供 

事業計画、栄養ケア計画報告 

参加会議   

毎月第１月曜日、

金曜日 

運営会議 MG 出席 

毎月第 2 月曜日 情報マーケティング部会議 MG 出席 

毎月第 2 金曜日 LD 会議 LD 出席 

毎月第 3 月曜日 環境整美委員会 常勤職員出席 

毎月第 3 木曜日 食セクション会議 LD 出席 

毎月第 3 金曜日 多摩ブロック会議 MG 出席 

毎月第 4 木曜日 ランドマークチーム会議 MG 出席 

不定期開催 食事支援課会議 役職、常勤職員出席 

 

 

【café at 運営】 

Ⅰ．重点目標 

1．みずきご利用者の活躍と楽しみの場に 

 （1）設定理由・・・ご入居者中心に、多目的室の活動での使用やカフェ利用などがすすみました。 

ボランティアさんやご利用者ご家族のご利用、日中活動担当や通所支援課の企画・

展示もひろがりを見せています。現状の体制を継続できるよう、安定した café at
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の運営を維持していきます。 

 （2）内容 

   ①多目的室の積極的活用をすすめていくために、適切な情報提供、共有、管理を行います。 

   ②イベントなどでの使用、作品の展示をすすめていきます。 

2．地域との交流の場に 

 （1）設定理由・・・これまで築いてきた地域の方々や関係団体との交流を大切にして、拡大していき

たいと思います。 

 （2）内容 

   ①近隣交流の実施をすすめていきます。 

   ②近隣事業所、学校関係者、職員の継続的利用をすすめていきます。 

   ③作品・自主製品の充実・ひろがりを図ります。 

   ④地域住民ワークショップ、移動販売の継続した実施ができるよう安定した営業を行います。 

   ⑤地域事業所や関係団体に懇談会などで活用してもらい、交流の契機にします。  

 

3．つながるカフェを目指して 

（1）設定理由・・・スタート地点を忘れずに、ご利用者と地域をつなぐカフェに向かうため、法人内

（みずき、法人全体）、地域・社会への発信をさらにすすめていきたいと思います。 

 （2）内容 

   ①café at・みずき・足立邦栄会の活動の紹介（パンフレット、ホームページ、チラシ、通信、 

写真など）を継続的に発信していきます。 

   ②法人ランドマークチームと café at・みずきの活動内容の共有を行い、相互計画に沿った推進

を図ります。 

③地域住民からの寄付などの厚意に対応できる土台をつくり、展示などに活用できるように取り

組みます。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

必要に応じて開

催 

café at 運営会議  

時期未定 近隣施設のイベントに参

加を行い、café at・みず

き・足立邦栄会の活動をひ

ろめる 

毎年、秋に実施される近隣事業のイベントに参加

して、継続的に参加できるように取り組みます。

その取り組みでみずきご利用者も参加できるよ

う営業を行う。」 

 

 

【地域支援課】 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 体制を整え、「地域資源・ニーズとみずきをつなぐ」コーディネートをしていきます。 

（１）設定理由・・・コロナ禍や課内体制の変更などにより、地域にむけた積極的な動きができていな

い状況のため、体制を整備し、中心になって地域とみずきをつなぐ役割を担える

ようしていく必要があります。そして、みずきご利用者に対し、ニーズに合わせ

た地域資源の活用を提案できるよう、相談支援事業所や社会福祉協議会など  

みずきと地域のつながりをひろげていきます。他部署と連携を図りながら地域 

資源の役割を果たしていけるようにします。 

（２）内容 

    ➀自立支援と地域支援の視点を持って生活相談を行います。 

    ②ピアカウンセリングの調整をします。（毎月第１・４金曜日）、また、内容についても参加   

ご利用者のニーズに則しているか、他部署やカウンセラーと確認・調整します。 

    ③主に入居支援課と情報共有しながら、ご利用者のニーズに合わせてボランティアのコーディ
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ネートをします。 

    ④地域の情報を収集し、事業所と地域、ご利用者と地域のつながり方を模索します。 

 

２. みずき短期入所が、在宅生活をされているご利用者のニーズに添い、安心・安全に利用いただけ

るようマネージメントします。 

（１）設定理由・・・みずき短期入所は地域で在宅生活をされている方にとっての地域資源のひとつで

あるため、安心・安全にご利用いただくことが、ご家族も含め、安定した生活の

継続に必要なことだと考えます。 

（２）内容 

  ①安心・安全に支援が提供できるよう、事前にご利用者の情報を収集し、短期入所調整会議等で

情報共有や連携を図り、受け入れ体制等を整え利用調整をします。また、感染症対策でもある

事前健康チェックをしっかりと実施していきます。 

②見学や新規のご利用希望については、ご利用につなげられるよう、ご家族や関係機関との情報

提供・情報共有などを丁寧に行います。 

    ③特定医療行為を必要とされる方に対し、安全に支援できるよう安全委員会の一員として研修

を推進していきます。 

    ④事故・ヒヤリハットの検証を行い、より安全にサービス提供ができるように職員間の共有を 

します。 

 

Ⅱ．利用実績・財務に関する目標 

１.利用率・目標件数等 

（１）目標値 

    ・短期入所・・１00％（※大規模修繕実施の場合は６０％） 

（２）設定根拠・・利用率低迷の要因として、日中ほかのサービス利用希望者や入退所時間が重なった

際の対応について体制上の課題があり、利用をお断りするケースや利用期間が  

短くなるケースがありましたが、入退所対応をフォローする体制整備や入居支援

課と連携を図ることで、新規の方含めて現状よりはご利用いただきやすい状況を

つくることができます。（大規模修繕実施の場合は長期にわたり、１床での受け  

入れになるため利用率に大きな影響が想定されます。） 

 

2.決算黒字化に向けて 

（１）目標値 

    ・短期入所・・８０％（※大規模修繕実施の場合は６０％） 

（２）取り組み内容 

    ・新規利用希望者や行政担当者・相談支援専門員への情報提供。 

    ・利用が空いているご利用者へ電話での利用提案や広報誌の郵送。 

    ・入退所日・時間が重なる際の対応フォロー。 

    ・近隣店舗や事業所へリーフレットや広報誌などの配布（宣伝活動）。 

 

Ⅲ．年間予定 

日にち 名称 内容 

随時 地域、関連団体主催会議 地域、施設の情報交換等を行います。 

毎月 

第１・４金曜日 

ピアカウンセリング 秋元妙美氏と日程を調整。ご利用者に対し、日程案内 

を掲示。（主に、2 階活動室を利用） 

毎月第１水曜日 

短期入所調整会議 ご利用者個別の課題検討、利用予定の共有をおこない、

安心安全な受け入れ、支援の実施が提供できるよう利

用調整を行います。 

毎月第４水曜日 
安全委員会 

 

特定医療行為を安全に実施するため、特定医療行為研

修を推進します。 
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【相談支援課】 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 意思決定支援と地域移行等の意向確認の実施 

（１）設定理由・・・令和 8 年度より地域移行に関する意向確認が義務化され、個別支援計画への      

反映が義務づけられます。入居ご利用者の地域移行に向けた意思や希望がきち

んと確認され、その意向を尊重した支援が提供されることが求められます。 

（２）内容 

    ①個々の意思決定支援の内容を明確にし、意思表出困難なご利用者に対しては、意思決定の      

方法について探っていきます。言葉だけでなく、表情や行動、日常の選択の機会（外出先、 

選択食、イベントの参加など）をつうじた日常的な意思決定支援を記録、集約します。 

    ②施設での暮らしを前提にせず、定期的に必ず地域移行に向けた意向や将来の希望を聞く機会 

をつくります。 

    ③ご本人参加と第三者も含む意思決定支援会議を実施します。 

 

２. 地域移行を見据えた知識や情報の収集と選択肢の拡大 

（１）設定理由・・・ご利用者も職員も施設以外の生活があるということを知り、体験することで将来 

の選択肢を具体化していきます。ともなって地域での生活を見据えた自立支援の 

体制を構築していきます。 

（２）内容 

    ①地域生活を知るための見学や体験を企画します。 

    ②相談支援事業所や他施設の地域移行推進担当者などと情報交換を行い、地域資源や移行の     

成功事例をご利用者や職員と共有し、地域移行の知識を深めます。 

    ③地域移行するまでの段階的取り組みを明確化していきます。 

     見学後のご本人の感想や評価をもとに、移行に必要なスキルを個別支援計画に反映していき

ます。 

 

３.  計画の整合性と質の担保 

（１）設定理由・・・個別支援計画書が形式的なものにならず、日々の支援内容とご本人の目標が一致

している状態を目指します。サービス等利用計画書と個別支援計画書、実際の支援

のズレをなくし、支援者が同じ目標に向かって動ける体制をつくります。 

（２）内容 

    ①これまでにとらわれず、今、ご本人が何を望んでいるかを最優先にアセスメントします。 

    ②日々の記録（ＩＣＴを活用）からご本人の変化や新たなニーズを抽出し、個別支援計画の修正 

     やさらによくするサイクルを構築します。 

    ③実施機関や相談支援事業所など、支援者間の情報共有を日々行います。 

    ④個別支援計画について、令和７年度通所ご利用者の更新月変更を行いましたが、令和８年度は 

入居ご利用者の更新を個々の障害福祉サービスの更新月に合わせ順次変更していきます。 

 

４.  みずきにおける看取りとはと価値観の共有 

（１）設定理由・・・高齢者施設の看取りが老衰という自然の流れに寄り添うことが多いのに対し、  

障害者施設では若くして迎える死や病状の急変、意思疎通が難しい中での選択 

など、感情や倫理的課題が伴います。みずきの入居ご利用者の半数が 60 歳を  

こえ、重度化とともに高齢化がすすんでいます。体制の他、支援者の意識、マニ

ュアルの必要性、どのような研修が必要なのかは過去の事例をとおして明らかに

なっていくと考えます。まずは施設としての考え方の確立に取り組みます。 
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（２）内容 

    ①看取りのとらえ方の共有や職員の死生観を話す機会を企画します。 

    ②他施設での取り組みについて聞く機会を企画します。 

 

Ⅲ．年間予定 

日にち 名称 内容 

通年 

アセスメント会議 

個別支援会議 

個別支援計画作成 

個別支援計画同意確認 

個別支援モニタリング 

個別支援評価 

個々のスケジュールに合わせて更新 

随時 ケアカンファレンス ニーズの変更等 

随時 施設見学 他施設交流 地域移行や自立支援として企画 

随時 計画更新 モニタリング 計画相談 計画月に面談 個別支援計画提出 

随時対応 
調査 区分認定調査 

加算申請 利用調査 

随時対応  利用調整 自宅訪問 利用調整 

利用営業 

毎月 支援状況報告書（入居） 支援実績報告書送付 

第２月曜日 サービス支援室打合せ 利用調整 情報共有」 事例検討 

第２金曜日 リーダー会議 みずき全体 

第１金曜日 運営会議（入居 支援） 事例検討 

毎週火曜日 職員会議（入居） 事例共有 検討 

第４木曜日 日活調整会議（入居） ニーズ、利用調整 

第２火曜日 運営会議（通所） 事例検討 

第４火曜日 全体会議（通所） 支援スケジュールの確認 

第１、３水曜日 支援会議（通所） アセスメント 事例検討 

 

 

【管理課】 

 

Ⅰ．重点目標 

１.  ご利用者が満足してサービス利用していただけること、職員が安心して働けることを目指した  

管理課運営を行います。 

（１）設定理由・・・ご利用者、ご家族、職員、地域・社会等に対し、満足してもらえることを念頭に

置き日々の業務を遂行することが大事です。 

（２）内容 

    ①利用者理解を深める 

ご利用者お一人お一人の理解を深め、ご利用者を尊重した間接支援を行うために、これまで

勉強会の実施や、利用者懇談会に出席等を行ってきました。今年度は、必要に応じての情報

共有・発信を行います。それをもとに、ご利用者・ご家族のご要望に対し注意深く耳を傾け、

相手の心を感じ取り丁寧な対応を行うことで、施設での生活を安心・安全に過ごしていただ

けるようサポートします。 

    ②みずき管理課・多摩ブロックの事務体制の安定を図る 

      日常のミーティングや管理課会議（みずき、多摩ブロック）、随時の話し合い・やり取り等

で、情報や課題の共有・確認をし、連携の強化をしていきます。管理課職員それぞれが、  

視点を拠点からブロックへとひろげて、横断的な対応をすすめます。 

    ③他部署連携・相互理解をすすめる 

      みずきネットの掲示板での発信や全体予定表を活用し、情報共有を積極的に行います。職員
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の個別の対応も丁寧に行い、双方向のコミュニケーションを意識して行います。現在厳しい

状況である採用については、各部署で適切な人員配置ができるように、今までよりも一歩 

踏み出した対応を開始します。 

    ④業務の効率化、円滑化、利便性の向上等をすすめる 

      今年度実装する人事・労務システムの導入について、法人本部と連携し取り組みます。勤怠

管理から給与計算まで、入職から退職までの事務処理がシステムでカバーできるように 

なり、いっきに効率化がすすみます。環境設定、試験運用・本番稼働に向けて、準備をすす

めていきます。また、今年度より導入した支援記録管理システムの基本情報等の更新・管理

等を、関係部署と連携して行います。 

 

２.  法人の計画と連動した管理課運営を行います。 

（１）設定理由・・・法人がすすめる VISION2028 の動きに連動して、管理課業務を遂行することが

大事です。また正確・丁寧な事務処理は、みずき管理課がこれまで築き上げた 

‘売り’だと自負しており、絶えざる研さんを続けたいと思います。 

（２）内容 

    ①法人本部の動きに連動する 

      財務部（ものセクション、えんセクション）、人財部（労務セクション、新卒採用チーム、   

キャリアアップ採用チーム）への主体的な参画を軸に、会計・労務・採用・施設管理等、法人

連携を行います。 

    ②予算編成・執行管理を精査する 

      適切で正確、詳細な予算管理を行うとともに、各部署に周知・共有を行います。中長期資金・

設備投資計画を精査します。 

    ③法制度の動向を把握し遵守する 

           事業所の運営基準等について情報収集し正確に把握し、漏れやミスが発生しないよう具体的

に対応します。次年度予定の報酬改定の情報収集・準備を行います。 

 

3.  施設（建物・設備・備品）管理をすすめます。 

（１）設定理由・・・築２０年を越え今後修繕や設備・備品の更新等が多方面で必要になり、補助金・ 

助成金を最大限活用し、計画的に実施していく必要があります。 

（２）内容 

    ①大規模修繕計画を実施し、施設設備を整備します。 

        施設整備費補助（大規模修繕）を利用した大規模修繕について、昨年度同様補助協議を  

すすめ、実施に向け動きます。 

    ②補助・助成金を最大限活用した設備・備品の導入・更新をすすめます。 

      法人本部と連携し、車両更新等の設備・備品の導入・更新を検討します。 

 

Ⅲ．年間予定 

日にち 名称 内容 

毎月第３水曜 管理課会議 部署会議 

毎月第２火曜・第

４木曜 

管理課運営会議  〃 

 運営会議  

 リーダー会議  

 多摩ブロック会議  

毎月第 3 水曜 多摩ブロック管理課会議 みずき・狛江エリアの管理課会議 

毎月第 1 木曜 財務部会議 法人 VISION2028 

毎月第 3 火曜 ものセクション会議   〃 

毎月第 4 火曜 えんセクション会議   〃 

毎月第１水曜 人材部会議   〃 

毎月第 4 火曜 労務セクション会議   〃 
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毎月第 4 月曜 新卒採用チーム会議   〃 

毎月第 2・4 火曜 
キャリアアップ採用チー

ム会議 

  〃 

毎月第２・４金曜 ＤＸ推進   〃 

 ＨＰ採用   〃 

毎月第 4 金曜 広報委員会 みずき内会議 

第 4 水曜 安全委員会   〃 

第 4 木曜 みずき祭り実行委員会     〃 

毎月第 3 月曜 環境整美委員会   〃 

 

  

【人財育成委員会】 

 

Ⅰ．重点目標 

１.  職員ひとりひとりが法人キャリアパスで求められる知識や技術を習得し、役割を担えるよう、  

各部署や会議体、法人人財部と連携して人財育成に取り組み、人財の安定と提供サービスの質の  

向上、ご利用者満足、職員の働きがいにつなげていきます。 

（１）設定理由・・・採用活動が実を結びにくい昨今の状況であるからこそ、職場定着が最大の課題と

考えます。そのためにも、新人からベテランまで、キャリアパスにおける役割や 

責任を果たすことにより、自身の提供サービスの質の向上、ご利用者満足、仕事の

やりがいの好循環を生み出します。 

（２）内容 

    ①みずき内部研修について、知識や技術の習得、業務理解を目的として、各部署・会議体が主体

となり年間計画にもとづいて実施します。人財育成会議において研修内容の確認や日程調整

を行います。受講者にはアンケートを求め、理解の確認・推進、業務での実践につなげられる

ようにします。また、外部講師による研修について、年間１回以上実施します。 

    ②外部研修情報を収集し、事前に各部署と共有し、専門知識・技術の習得や法人キャリアパスに

応じた研修を受講できるよう対応します。また、学びの共有とともに、意識やスキルを養う 

目的で、受講者による研修報告会などの取り組みを実施します。 

    ③各部署の状況を確認しながら、主に新人職員の育成に関するマニュアルの定期更新やチュー

ター制度についての研修の実施、運用や進捗状況を確認します。 

    ④実習生の受け入れ、職員の採用から定着まで、法人人財部（新卒採用チーム/キャリアアップ

採用チーム/育成チームなど）の取り組みを共有し、棲み分けや協働を考えます。 

    ⑤自己研鑽への働きかけとして、事業所が契約している動画配信サイト、自己啓発援助制度を 

活用し、職員が自ら学び、能力を向上・開発していく意欲を支持・推進します。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

７月/１月 

新人フォローアップ研修 同時期に入職した職員（入職半年以内）を対象に、チ

ームワークや同期の一体感を育むことを目的として行

います。 

６月 
マニュアルの更新 入職時配布（データ）するステップアップマニュアル

について、部署と確認しながら更新します。 

通年 

みずき内部研修 必須事項である「権利擁護・虐待防止」「感染症に係る

研修」を含めた内部研修について年間計画にもとづき、

実施や受講状況の管理を行います。 

通年 

外部研修（対面・視聴） 東京都社会福祉協議会主催研修を中心に、法人キャリ

アパスに応じた外部研修受講のための情報収集や部署

との情報共有・参加調整を行います。 

通年 実習生の受け入れ 実習生（学生）受け入れの確認を行います。新卒採用
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（介護・保育・教員等） にもつながる可能性のある取り組みのため、アプロー

チ（採用活動）について部署と連携します。 

通年 
法人合同研修会（職層別） 

インターンシップ 

法人人財部（育成チーム）で行う研修会やインターン

シップ（新卒チーム）について協力します。 

毎 月 第

2 水曜日      

人財育成委員会（定例会

議） 

内部研修や外部研修、実習生（学生）・新職指導、人財

部の取り組みなどの進捗確認や課題解決のための検討

を行います。 

 

 

【広報委員会】 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 各種情報媒体をとおして、ご利用者・ご家族・地域の方々に、みずきでの生活にかかわるさまざま

なことを発信していきます。また、法人内他事業所の広報委員会と連携し、情報発信力を高めていき

ます。 

（１）設定理由・・・各種の情報媒体を使い、ご利用者やご家族、地域の方々にみずきでの生活の様子

を情報として発信し、いろいろなつながりづくりをしていくことが必要だと考え

ます。また、法人内他事業所の広報委員会と連携し、それぞれが持つノウハウを 

共有することが、情報発信力を高めることにつながると考えます。 

（２）内容 

    ①みずき広報紙 SUNRISE を発行します。 

    ②法人ホームページにて、活動報告を掲載します。 

    ③SNS（Instagram）を活用し、活動内容などを発信します。 

    ④法人内他事業所の広報委員会と情報交換を行います。 

 

２. 情報取扱いの規定に則った広報活動を行います。 

（１）設定理由・・・個人情報を含めた各種の情報を発信する際には、定められた規定に則った発信が

必要です。今年度から「個人情報取扱いについての意向のおたずね」確認時期が 

変更となりました。これまでは一括で情報の更新を行っていましたが、今年度  

からはご利用者ごとに時期がずれるため、更新のもれがないように確認していく

必要があります。 

（２）内容 

    ①個人情報取扱い規定、外部発信の注意点を委員会で確認します。 

    ②個人情報取扱いについては、情報の更新を適宜行い、委員会で共有します。 

    ③情報発信にあたっては、規定に則ったプロセスで発信していきます。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

令和８年６月 SUNRISE60 号発行 みずき広報紙 SUNRISE60 号発行。 

令和８年９月 SUNRISE61 号発行 みずき広報紙 SUNRISE61 号発行。 

令和８年 12 月 SUNRISE62 号発行 みずき広報紙 SUNRISE62 号発行。 

令和９年３月 SUNRISE63 号発行 みずき広報紙 SUNRISE63 号発行。 

   

１～２回／月 ホームページ活動報告 足立邦栄会ホームページにて活動報告を掲載。 

適宜 インスタグラム発信 インスタグラムにて活動内容を発信。 

毎月第４金曜日 広報委員会 情報共有、役割確認、広報進捗確認。 

 

 

【支援力向上委員会】 
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Ⅰ．重点目標 

１. 他所を知って、自らを振り返ろう。 

（１）設定理由・・・みずきはさまざまな福祉施設に囲まれていますが、どんな事業所でどのような  

ご利用者が通われているのか、どのような支援が行われているかを実際に見て感じ

る機会はありません。先方のご都合もあるでしょうが、可能な限り近隣の施設で見て

回り、その特徴を知ることで、みずきとの支援の違いから、みずきの長所、短所を 

見つめなおす機会をつくるとともに、地域の施設にみずきについて知ってもらう 

機会をつくっていきます。 

（２）内容 

    ①近隣の高齢者施設、知的障害者施設、児童系の施設、特別養護学校等への見学機会をつくり 

ます。 

    ②見学したときに感じたいい支援、介助方法について振り返り、自らの支援に取り組んでいく

他、みずきでの支援の長所を見つけ出す機会をつくります。 

    ③可能であれば、見学した施設の外部参加の行事への参加やカフェを使用しての利用者同士の

交流機会など相互交流ができないか相談を図ります。 

    ④見学をとおして見つかった課題に対して、外部講師を招き、研修会を行います。 

 

２. ＩＣＴと程よい距離間で付き合おう。 

（１）設定理由・・・昨年度ＩＣＴチームが主体となって導入した aams やブルーオーシャン、    

タブレット端末ですが、現場での定着はまだ時間がかかる見込みです。ＩＣＴ 

チームに昨年は支援力向上委員のメンバーが含まれていたことから、支援力 

向上委員会として担う部分はまだあると認識しています。各部署と連携を図り、

ＩＣＴの導入が職員への負担とならないように、現場でうまれる課題への取り

組みを継続していきます。 

（２）内容 

    ①各課で生じている困り感や要望などを委員会内にて共有。販売元の業者へ相談を行い、各部署

へフェードバックを行います。 

    ②現場で発生した操作上のトラブルなどを集約し、全体への情報共有を行います。 

    ③新しく入職した職員への使用方法のレクチャーや操作に不慣れな職員へのフォローを各課の

役職者と連携して行っていきます。 

Ⅲ． 年間予定 

日にち 名称 内容 

４月から５月 見学先の相談、調整 年間のスケジュール立案、先方との調整の実施。 

６月から１２月 見学の実施、振り返り 見学毎に振り返りをする時間を設ける。 

9 月 上期の評価 中間の評価、その時点での課題の抽出。 

２月 研修会の開催 外部講師を招いての研修会の実施。 

３月 通期評価 事業報告書作成 

毎月第３金曜日 支援力向上委員会会議  

 

 

【環境整美委員会】 

 

Ⅰ．重点目標 

1．障害特性に応じた環境整美を目指し、ご利用者の目線に合わせた過ごしやすさと、職員の目線に  

合わせた働きやすさを追求し、「安全・安心・快適・清潔」を主軸とした施設環境の整美をすすめ   

ます。職員が一丸となり協力しながら創意工夫した環境整美を行い、ご利用者と職員にとって「まる

で我が家に居るような」居心地の良い施設環境を目指し、施設としての満足度を上げられるような 

取り組みを行います。 

（1）設定理由・・・ご利用者支援を安定的かつ継続的に実施するためには、「安全性・衛生管理・ご利用
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者の障害特性への配慮」が重要です。そのため、ご利用者が安心して過ごせる、  

安全で清潔な生活環境を日々維持することが大切となります。それとともに、職員

の業務効率を高め、事故・ヒヤリハット、トラブルを未然に防げるような働きやす

い職場環境を維持することも重要です。また、施設衛生・景観を整えることで、  

地域から信頼される施設運営を実現することも大切です。 

（2）内容 

①今年度に実施予定のみずき大規模修繕計画にあわせ、施設設備・機器等の改善を日々行っていき

ます。大規模修繕実施年度に重なることから、例年よりもさらに限られた予算のなかで、ご利用

者と職員の目線に合わせた意見を取り入れ、優先度の見極めを行い、常に費用対効果を意識し、

最も必要なところから重点的整美を行い、良好な施設・職場環境の継続的な改善を図ります。 

大規模修繕計画と連動させながら、清潔・整然とした環境をつうじて施設のブランドイメージを

高め、近隣施設との差別化を模索し、施設の資産価値を維持・向上させるような取り組みを行い

ます。 

②昨年度まで行ってきた環境整美の取り組み内容を今年度も継続し、他の新たなエリアへの整美

を行っていきます。昨年度はゼロエミ補助金を活用した入居棟のエアコンとＬＥＤ照明の入替、

馬主助成金を活用した通所送迎車の入替、ＩＣＴ補助金を活用した Wi-Fi 環境整備・ブルー 

オーシャンシステムの導入、入居棟ベッドの総入替などを実施しましたが、今年度は主に、  

ガイドレールの無い自動ドアへの総入替、防災設備系更新（スプリンクラーポンプ・火災報知

通報システム）、通所棟のエアコン総入替や入居棟送迎車の入替などに向けての準備を検討 

していきます。 

 

2．みずきの敷地や施設内の限定的なスペースを最大限に有効活用しながら、大規模災害発生時に   

ご利用者・職員への即時対応ができるような防災収納スペースの確保や、職員が日々働きやすい動線

になるように、集約的な物品の再配置によって、施設内外のスペースを最大限に活用する工夫を継続

して行います。また、職員全員が有効的に活用できるような福利厚生の提案など、新しいさまざまな

活動の展開ができるような取り組みを行います。 

（１）設定理由・・・今年度も不必要な物品を積極的に洗い出して廃棄し、ご利用者支援に関係の               

ある物品の整理・配置を最優先に行い、スペースを最大限活用できる様に目指し 

ます。視覚的にわかりやすい収納を目指し、主に防災収納スペースと物品収納スペ

ースの住み分けを明確にさせるなどの取り組みを推進します。また、施設の設備・

機器・備品を丁寧に大切に使いながら、その寿命を早めないためのロングライフ化

に向けたかかわりかたを職員間で共有し、徹底します。 

（2）内容 

①収納スペースの確保は、「安全・分かりやすさ・動線の確保」が重要なキーワードとなります。 

   居室内では、単に物品をしまうだけではなく、ご利用者個々の特性に合わせた環境調整として       

考えることで、行く行くは職員の負担減・労働時間短縮や事故防止にもつながります。また動線

の確保を適正に保ち、色分けや写真ラベリングなどの視覚的に分かりやすい収納を目指すことで、

定位置管理が可能となり、取り出しやすくなることで職員の作業効率向上につなげます。今年度

も引き続き不用品廃棄を実施し、職員が働きやすいような物品の再配置を随時行います。 

  ②防災備蓄食料品などの定期的な入替に伴い、備蓄量や備蓄食料品のメニュー選定、ロングライフ化

などについても職員の意見を積極的に取り入れながら、入替に伴う無駄やロスを省き、過不足が  

ない入替を定期的に行い、未曾有の大規模災害に日頃から万全に備えられるような取り組みを行い

ます。また、職員のモチベーションと職員の定着率向上に資するため、需給バランス実績を十分   

考慮した有効的な福利厚生の在り方などについても、環境整美委員会のメンバーで日々検討し、  

提案できるような取り組みをすすめていきます。 

 

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

随時 
環境整美実施日 環境整美対象エリアの整美情報の共有を行いつ

つ、良好な環境の維持を推進して行く。 
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毎月第 3 月曜日 
環境整美委員会 

 

施設環境整美の進捗状況確認や課題の抽出、今後

の整美内容や年間スケジュールの検討を行う。 

 

 

【みずきまつり実行委員会】 

 

Ⅰ．重点目標 

１. ひと・地域とのつながりを大切にしたみずきまつりの取り組みを継続します。 

（１）設定理由・・・昨年度のみずきまつりをとおして、ご利用者・ご家族・地域の方々・職員との    

つながりが、みずきまつりの実施を支える大きな力となっていることを改めて

実感しました。今年度は施設の大規模修繕が控えており、従来のような規模での

開催は難しい状況が想定されますが、みずきまつりが、つながりを感じられる 

機会であるという意義は変わりません。そのため。形式や規模にとらわれず、  

状況に応じたほう方法検討しながら、つながりを継続しひろげていくことを  

目的とします。 

（２）内容 

    ①ご利用者・ご家族・地域とのつながりを意識した取り組みとして、みずきまつりの在り方を 

柔軟に検討し、できる形で企画・実勢していきます。 

    ②実施にあたっては、施設状況や体制をふまえ、無理のない計画立案と適切な予算管理を行い 

ます。 

     

Ⅱ．年間予定 

日にち 名称 内容 

毎月第４水曜日 定例会議 みずきまつりの開催に向け、企画検討を行う。 

未定 みずきまつり  

 

 

【安全委員会】 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 介護職員等による喀痰吸引等の研修を計画的に実施し、特定行為業務従事者の増加を図ります。 

（１）設定理由・・・身体状況の変化に伴い新たに医療ケア（喀痰吸引・経管栄養）が必要になった    

ご利用者や医療ケアが必要な新規のご利用者への医療支援をスムーズに実施 

していくためには、特定行為業務従事者を増やしていくことが重要です。 

（２）内容 

    ①新人職員（生活支援員）への特定の者の研修を定期的に実施していきます。 

    ②不特定の者の研修を継続して受講していきます。受講者については安全委員会で決定します。 

    ③医務科・安全委員会メンバーで連携して研修および申請・登録等の手続きをスムーズに     

行っていきます。 

 

２. 生活支援員への特定行為業務（喀痰吸引・経管栄養）の実施状況の確認や評価を行っていきます。 

（１）設定理由・・・ご利用者に実施している医療ケアが安全・安心なものでなければご利用者から          

の信頼を得ることができないばかりでなく、事故につながる危険もあります。 

          定期的な業務の確認や評価はご利用者に安全な医療ケアを提供していくために          

重要なものであると考えます。 

（２）内容 

    ①特定行為業務の実施状況を確認していきます。（実技の確認） 

    ②フォローアップ研修（筆記）を実施します。（知識の確認） 

    ③①②を踏まえ、現状の把握と課題を抽出し検討していきます。 
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Ⅲ．年間予定 

日にち 名称 内容 

4・10 月 特定の者の基本研修 基礎知識・演習・評価（9 時間） 

4 月 

 

不特定の者研修申込 

 

令和 7 年度第 1 回不特定の者の研修 

・基本研修から 

・実務者研修修了者 

7 月 

 

不特定の者研修申込 

 

令和 7 年度第 2 回不特定の者の研修 

・基本研修から 

・実務者研修修了者 

11 月 不特定の者研修申込 
令和 7 年度第 2 回不特定の者の研修 

・実務者研修修了者のみ 

概ね年 1 回 フォローアップ研修 知識・技術の確認、業務実施上の問題点等の把握 

通年 
実地研修 

認定証申請等手続き 

基本研修終了後、現場にて実地研修を実施 

その後、認定証申請 

4・10 月 特定行為業務従事者登録 認定証受領者の従事者登録 

職員入職時 特定の者の研修 必要に応じて臨時の研修を検討・実施 

毎月第 4 水曜日 

 

 

安全委員会 

 

 

研修の進捗状況確認 

現場での実施状況の確認（事故・ヒヤリ等も） 

研修の日程・受講者の決定 

フォローアップ研修について 

研修のあり方・申請手続きなどの現状についてなど 
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   狛江エリア 

  令和８年度（２０２６年度）事業計画 

 

 

千里の道も一歩から 

 

 足立邦栄会がポンテの運営を開始した 2005（平成１７）年度を狛江エリアのスタートとして、昨年

度は２０周年を、狛江エリアそして法人全体で盛り上げました。そのなかで改めて私たちの事業の意義を

認識するとともに、未来に向けて新しい力もどんどん成長していることが実感できました。 

 また狛江エリアの事業はこの２０年の間に、紆余曲折がありながらも大きく拡大し、現在は狛江市内で

6 ヶ所 12事業を展開しています。市内で小さくない存在感のある法人として認知されています。 

 しかし事業の拡大に伴い運営基準や財務規律も複雑化・厳格化するなかで、その基盤整備の不十分さも

一方で認識せざるを得ません。職員はみな誠実にひたむきに、日々業務・支援に取り組んでいることは 

言をまちませんが、その土台はまだまだもろく、グラグラしているところがあります。まず足もとをしっ

かり固めたうえで支援・サービスを充実させていくことが、地域社会から真の信用を勝ちとることにつな

がるのだと思います。 

 「千里の道も一歩から」は「目標を達成するためには地道な努力が必要である」という意味のことわざ

です。足もとをしっかり固めながら前へ一歩一歩すすんでいくことが大事であるということです。次の  

２０年でより地域社会に必要とされる法人へとさらに成長できるように、まずは危機感を持って足もと

の一歩一歩を踏み固めていく一年にしたいと思います。  

 

Ⅰ．重点目標 

１. 支援の基礎を固めます。 

（１）設定理由・・・良質な支援は至るところに芽吹いています。それが深められ共有されてひろがる

ようにするための土台を強固にすることが大切です。 

（２）内容 

    ①法人のサービス提供のキーワード「個別化、尊厳、自己選択」を利用者支援に反映させます。 

    ②接遇マナー（あいさつ、表情、言葉遣い、態度、身だしなみ）のさらなる向上を図ります。 

    ③ご利用者の「地域で暮らす」を支えるため、多様な地域展開を図ります。 

 

２. 共感がひろがるチームづくりをします。 

（１）設定理由・・・職員個々の人間性に支えられている（頼っている）面があります。職員が個々に

そしてチームとして、共感や納得を得てより良いパフォーマンスを発揮できる 

ような環境整備が必要です。 

（２）内容 

    ①日常のコミュニケーションや面談・会議等で、意見・提案が出しやすい環境を整え、職員の 

チームワークを充実させます。 

    ②超過勤務の削減、有給休暇の計画的取得等、ゆとりが持ててかつ業務に集中できる労働環境の

整備を図ります。 

    ③事業所内・エリア内・外部研修を充実させ、その成果を共有します。 

 

3. 運営基準の遵守に徹底して取り組みます。 

（１）設定理由・・・この目標３．があって、職員は納得して意欲的に働くことができ（上記２．）、  

利用者支援の充実を図ることができます（上記１．）。今年度の重点目標の軸となる

ところだと認識しています。 

（２）内容 

    ①運営基準の遵守を徹底します。エリア長を中心に内部点検を行います。 

    ②事業所の実態に応じた BCP（事業継続計画）の具体化を図ります。 
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    ③決定事項・連絡事項について、その目的や意図、意味を伝え、確実に周知徹底されるように 

します。 

    ④ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）導入等による効率的な業務執行、および書類・ 

記録（データ・紙）の整理を行います。 

Ⅱ．利用実績・財務に関する目標 

１.利用率・目標件数等 

（１）目標値 

    ・こまえ工房 

・就労継続支援 B型：１０８％（一日平均２１．６名） 

     ・生活介護：９０％（一日平均１８．０名） 

    ・ポンテ（生活介護）：６５％（一日平均１３．０名） 

    ・パンダ 

     ・パンダ（共同生活援助）：８４％（一日平均４．２名） 

     ・えだまめ（共同生活援助）：９３％（一日平均１１．２名） 

     ・えだまめ（短期入所）：１００％（一日平均２．０名） 

     ・やまぼうし（共同生活援助）：８３％（一日平均３．３名） 

    ・みずきケアセンター狛江 

     ・あいとぴあ日中一時支援室：５５％（一日平均１．１名） 

     ・移動支援：１２０時間／月 

     ・居宅介護：７０時間／月 

    ・相談支援センターみずき 

     ・計画相談：２５件／月 

     ・障害児相談：２５件／月 

（２）設定根拠・・狛江エリアの事業を展開するなかで、各事業の利用目標の立て方やその管理におい

て、基準・指標を明確にし、共有していかなければなりません。 

 

2.決算黒字化に向けて 

（１）目標値 

    ・拠点狛江（狛江エリア）の当期資金収支差額（資金収支計算書）をプラスにします。 

    ・サービス活動収益、3億 2,000 万円を達成します。 

（２）取り組み内容 

    ・事業ごとに地域ニーズを的確に把握し、中長期的な見とおしに立った利用目標を立てます。 

    ・利用者確保のための取り組みを充実させます。 

    ・収入・支出両面で、予算作成・執行管理の精度を高めます。 

    ・人件費管理・分析を強化します。 

 

Ⅲ．年間予定 

 

日にち 名称 内容 

第４月曜 狛江エリア運営会議 経営・運営にかかる事項の検討 

第１木曜 狛江エリアリーダー会議 運営にかかる事項の検討、情報共有 

第１水曜 
狛江エリア地域コミュニ

ティ委員会 

「こまぱく」終了後の地域イベントの企画・検討、  

地域戦略 

第３火曜 狛江エリア広報委員会 ホームページ、ＳＮＳ、広報誌等をとおした情報発信 

第４水曜 
狛江エリア研修委員会 虐待防止研修、感染症予防研修等、エリア内研修の  

企画・実施、研修情報共有等 

第３水曜 
多摩ブロック・狛江エリア

管理課会議 

狛江エリア管理職、多摩ブロック管理課職員による、

事務にかかる事項の検討、連携強化 

第３金曜 
多摩ブロック会議 多摩ブロック管理職による運営事項の報告共有、課題

検討、法人取り組みの現場への周知 
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9 月・3 月 
所在不明者情報共有訓練 ＬＩＮＥオープンチャットでの送信訓練。法人ＢＣＰ

訓練・安否確認メールに合わせ実施。 

下半期から隔月 （名称未定）地域イベント 地域とつながるイベントの実施 

 

【ポンテ】 

 

昨年度は、ポンテ（狛江エリア）２０周年を記念していろいろなイベントを行い、その盛り上がりを

足立邦栄会全体にひろげました。狛江エリア内では、事業所間で交流をしながら、皆で目標に向かって

ひとつにまとまっていきました。７月に出場した「狛江古代カップ第３３回多摩川いかだレース」では、

時間がないながらも他事業所と協力していかだを作製し、当日もご利用者やご家族の応援を受けながら 

完走することができました。 

また１０月から運行を開始したラッピング送迎車の注目度は高く、送迎車が停止している時は思わず

見入っている通行者の方々もたくさん見受けられました。 

11 月にはポンテ２０周年記念式典を開催し、ご利用者、ご家族、関係者の方々に感謝を伝え、盛大

にお祝いをしました。 

ポンテへの関心が高まっている今、より地域に根差した事業所となれるよう活動を発信して行きます。 

 

Ⅰ．重点目標 

1. 地域に向けて「ポンテブランド」を発信しよう！ 

（1）設定理由・・・ポンテ 20 周年イベントで地域に芽生えた「ポンテってなに？どこ？」の思いを

「ポンテはこんな人達が頑張っているところ！こんなことをしているところ！」に

変えるべく、ポンテをより多くの人に知ってもらうためにも、活動内容の発信や 

販売活動を促進していきます。 

こまほっとシルバー相談室多摩川住宅や他法人 CAFE などポンテ商品を販売して

もらえる場所が増えるなか、個別での製品を拡大し、積極的に商品を充実させて 

いきました。地域の多くの方に手に取っていただける商品を企画、販売先も開発し、

ご利用者に還元していきます。 

（2）内容 

    ①ポンテのご利用者それぞれの得意な動きを生かした商品を作製、販売していき、ご利用者自身

に作品が売れる喜びを感じていただくために販売活動を実施します。 

②地域交流を目的とした販売活動を行っていきます。地域の方に手に取っていただける商品を 

目指し開発していきます。 

③活動の様子を Instagram で定期的に発信していきます。ホームページでの紹介や内容を充実

させていきます。 

 

２.ご利用者ひとりひとりの意思のくみ取りを大切にします。 

（1）設定理由・・・ご自身の意思を言葉で伝えるのが難しい方ひとりひとりの意思をしっかりくみ取

り、形にしていきます。また少し足を延ばした場所へも、ご利用者の希望に沿っ

た外出支援を行います。 

（2）内容 

    ①適切な情報を文字や写真でイメージをひろげてもらい、意思を形作ることを支援します。思い

を表現、表明したい気持ちを受け止め実現していきます。 

     ②ご利用者が本当に行きたい場所への外出計画を作成し、楽しく安全に過ごせるように全体で 

情報共有し実施していきます。 

 

３. ご利用者の活動する空間や身の回りを整備します（環境整備）。 

（1）設定理由・・・生活介護の事業所として活動の場を整備していくことは当然のことです。特に     

重症心身障害のご利用者は、活動参加と休憩とのバランスを重要視することが 

大切な支援でもあり、医療的ケアが必要なご利用者も増えてきているため、身体

を休める場所の整備や物品の整備を行っていく必要があります。 
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（2）内容 

     ①デイルーム内を整理し、休める場所や活動しやすい空間を確保します。 

     ②医療的ケアの必要な方の身の回りの環境整備を行います。 

   

４. リスクマネジメントの強化（継続） 

（1）設定理由・・・ポンテの活動を積極的に発信していくにあたり、インターネットやＳＮＳでの   

リスクも理解しマネジメントしていきます。感染症対応も含め安心安全を基本 

とした支援を常に意識していきます。 

（2）内容 

   ①ヒヤリハットの報告件数を増やし事故防止に努めるとともに、過去の事例を振り返り再発の 

防止に役立てます。また毎日のミーティングで、当日の支援状況について気づいたことを話し 

合います。 

   ②感染症対策を継続し安心安全なサービス提供を行っていきます。 

   ③法人のＢＣＰ計画にもとづいて、ポンテのＢＣＰ計画を作成します。 

 

５. 職員のスキルアップ向上と連携強化 

（1）設定理由・・・多種多様なサービスに対応していくためにも、学びの姿勢を持ち続けなければ   

なりません。また職員間の連携をスムーズに行うためにもマニュアルの整備、活用

は必須です。 

（2）内容 

   ①職員会議内で事例検討などの研修や外部研修受講者の研修報告の場を設け知識を深めます。 

   ②外部研修（オンライン含む）に積極的に参加します。 

   ③職員が働きやすい動線やマニュアルの整備を行い、職員間の連携を強化します。 

 

Ⅱ． 利用実績・財務に関する目標 

１.利用率・目標件数等 

（１）目標値 

    ・ポンテ・・65％ 

（２）設定根拠・・ご利用者の利用状況としては、レスパイト入院や施設入所を検討されるなど、     

利用率の安定には、やむを得ない不確定要素が多くあります。ポンテ独自の新規

利用者獲得チームの活動に力を入れ、ご利用者の獲得を目指します。 

 

2.決算黒字化に向けて 

（１）目標値 

    ・新規利用者 1 名以上獲得。 

    ・東京都重症心身障害児（者）通所事業の安定化。 

（２）取り組み内容 

    ・事業所として新規利用者獲得のため情報収集や見学対応、訪問営業を積極的に行います。 

    ・東京都重症心身障害児（者）通所事業安定化のために対象者のご家族との情報共有を密にし、

利用日数が減らないように健康維持、管理に努めます。 

・東京都重症心身障害児（者）通所事業の定員を１０名にし、登録人数を増やします。 

 

Ⅲ．年間予定 

 

日にち 名称 内容 

活動関係   

１回/月 利用者会議 ご利用者主体のポンテ活動会議 

１回/月 ポンテ編集会議 ポンテだより担当ご利用者、職員の編集会議 

４月 お花見会 桜を見ながら多摩川の土手、公園の散策等 

４月～５月 個別面談 個別支援計画等の確認 
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５月１日 端午の節句 季節の活動 

５月６日 祝日開所  

６月～７月 食事外出 飲食店での食事会 

７月３日 七夕会 七夕の活動 

７月２０日 祝日開所  

８月２０日 夏祭り 季節行事 

９月１０日 お月見 季節の活動 

９月２３日 祝日開所  

１０月～１１月 個別面談 個別支援計画モニタリング等 

１０月２２日 運動会 季節行事 

１１月３日 祝日開所     

１１月６日 防災訓練 地震想定避難訓練 

１２月１７日 クリスマス会 季節行事 

１月４日 新年の集い 季節の活動 

１月１１日 祝日開所  

１月～２月 食事外出 飲食店での食事会 

２月３日 節分会 季節の活動 

２月１１日 祝日開所  

３月３日 ひな祭り 季節の活動 

３月２５日 
アカデミー賞 

家族懇談会 

次年度の事業計画説明会と表彰 

運営関係   

狛江エリアリーダー会議 毎月第１木曜日 狛江エリアの事業運営会議 

ポンテ運営会議 毎月第２金曜日 ポンテの事業運営会議 

ポンテ職員会議 毎月第２水曜日 ポンテ全職員の会議・モニタリング 

狛江エリアナース会議 ３回/年 狛江エリアの医療情報の共有 

あいとぴあプール会議 ２回/年 プールスタッフとの情報共有 

ドライバーズ会議 ３回/年 ヒヤリハット・マニュアルの確認 

 

 

【こまえ工房】 

 

 昨年度は 6 月に人事異動があり、管理体制に大きな変化がありました。そのようななかで狛江エリア

２０周年記念というメモリアルイヤーに積極的に参画し、事業所の垣根を超えた連携のもと、作品展や 

ラッピング送迎車の運行、足立ブロックさくらでの記念販売に参加したほか、狛江古代カップ第３３回 

いかだレースにも参加することができました。その一方で、昨今の障害福祉サービス等報酬改定では、 

物価高騰や賃金上昇への対応が求められるなかで、経営実態に即した効率化や質の向上が厳格に評価 

されるなど、事業運営にとって極めて厳しい局面を迎えています。このような先行き不透明な経営環境下

においても、私たちはご利用者の尊厳を守り、質の高いサービスを継続しなければなりません。今年度も

法人内だけでなく、地域や他事業所との連携をとりながら、ご利用者の社会参加や地域貢献に取り組んで

いくとともに、地域に根ざした持続可能な支援体制の構築に向けて取り組んでいきます。また、昨年度の

第三者評価受審で指摘された課題を整理し、今後の事業発展に向けた大きな課題として捉え、一歩ずつ 

取り組んでいきます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１．支援基盤の見直しと再強化をすすめていきます。 

（１）設定理由・・・昨年度当初は安定した支援を提供するための職員体制に欠員が生じていましが、 

秋ごろには新規職員の採用も進み、離職者を出すことなく職員体制を整えること

ができました。職員体制が安定したところで、支援担当者の見直しや支援の基礎
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となる個人情報の更新、計画の作成・モニタリングなどの PDCA サイクルの見直

しをすすめていくことで、適切な手順での個別支援の確実な進捗を目指していき 

ます。 

 

（２）内容 

   ①PDCA サイクルを見直し、必要情報の更新をもれなく行っていきます。 

   ②サービス提供記録を活用した支援状況の周知やご家族・関係者間との情報共有に努めます。 

   ③支援の核となる常勤職員全体での職員会議を開催し、支援基盤の共通化を図ります。 

     

２．事業全体での相互支援に向けた『コミュニケーション』を図っていきます 

（１）設定理由・・・昨年度の事業計画に掲げていたように、各部署にとどまらない支援の相互理解や 

協力体制づくりは兼ねてからの課題として挙げられており、第三者評価での指摘

事項にもあったように【多機能型事業所】としてのメリットを生かした職員の動き

や新たな事業展開をすすめていく必要があります。事業全体の共通認識を深め、 

新たなチームワークの創出と『コミュニケーション』の醸成を図って行きます。 

合言葉は『なにかおてつだいすることはありませんか？』です。 

（２）内容 

   ①多機能型事業所として、部署の垣根を超えた活動展開や協力体制の構築を目指していきます。 

   ②委員会・係体制について見直しを行い、有機的なチーム編成で各議案の検討をすすめていき  

ます。 

   ③半期ごとに職員面談を設定し、相互に『コミュニケーション』を図ります。 

 

３．地域とのつながりを意識した活動展開と魅力の発信に努めます 

（１）設定理由・・・昨年度末まで毎月開催していた『こまぱく』では、企業や社協、他事業所だけで  

なく、医療やボランティアなど、さまざまなジャンルの方々と知り合うことができ、

協力し合う中で定期的なイベントとしての開催を続けることができました。残念

ながら『こまぱく』は終わってしまいましたが、今後も地域の方々との【つながり

づくり】に努め、地域社会との連携を図りながらご利用者の社会参加や地域貢献に

ついて推進していきます。 

（２）内容 

   ①SNS や広報紙などの媒体を通じて事業内容の発信やイベント告知などの周知を行います。 

   ②他の福祉事業所や地域企業との共働を通じたイベントの開催を目指していきます。 

③年間を通じて見学者や実習体験希望者の受け入れを行います。 

 

4．業務標準化とボトムアップに取り組んでいきます。 

（１）設定理由・・・地域で求められる事業所であり続けるため、事業所全体での業務標準化や改善に 

取り組んでいきます。特に第三者評価で指摘されたマニュアルの標準化について

は、前回の第三者評価でも指摘を受けていたため、事業計画や部署・チームごとの

課題としてしっかりと取り組むことで、標準的な運用を目指していきます。 

（２）内容 

   ①さまざまな障がいへの理解や専門的な学びを深めていくため、計画的な研修の受講をすすめて

いきます。 

②業務標準化に向けて各マニュアルの作成をすすめるとともに、内容更新のスケジュール・運用 

方法の見直しにも取り組んでいきます。 

   ③所在不明事案などのリスクに対応するため、アプリやネットワークを活用した予防的なリスク

マネジメント体制を構築します。 

   

Ⅱ．利用実績・財務に関する目標 

※各部署ごとの内容を参照 
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Ⅲ．年間予定 

 

全体予定・【季節行事予定】 

日にち 名称 内容 

4 月 
家族会代表者会議① 

【お花見】 

家族会代表者との協議 

 

5 月 

家族懇談会① 

祝日開所① 

【端午の節句】 

家族会全体での懇談会 

祝日を利用した特別活動プログラム実施の機会 

 

6 月   

7 月 
祝日開所② 

【七夕】 

祝日を利用した特別活動プログラム実施の機会 

 

8 月 

暑気払い 

夏季休暇 

【夏祭り】 

全体での打ち上げ会 

お盆休み（8 月 13日～16 日まで） 

9 月 

家族会代表者会議② 

祝日開所③ 

【お月見】 

家族会代表者との協議 

祝日を利用した特別活動プログラム実施の機会 

 

10 月 防災訓練① 

全体日帰り旅行 

【ハロウィン】 

地震想定の避難訓練 

こまえ工房全体での日帰り旅行 

11 月 家族懇談会② 

祝日開所④ 

家族会全体での懇談会 

祝日を利用した特別活動プログラム実施の機会 

12 月 忘年会 

冬季休暇 

【クリスマス】 

全体での打ち上げ会 

年末年始休み（12 月 29日～1月 3日まで） 

1 月 家族会代表者会議③ 

【新年会】 

家族会代表者との協議 

2 月 祝日開所⑤ 

【節分】 

祝日を利用した特別活動プログラム実施の機会 

3 月 祝日開所⑥ 

防災訓練② 

【ひなまつり】 

祝日を利用した特別活動プログラム実施の機会 

地震想定の避難訓練およびお迎え訓練 

 

 

【こまえ工房／就労継続支援 B型】 

 

昨年度は利用登録者が 22 名となり、今年度も 2 名の新規登録者を迎えることで、目標としている 25

名の利用登録者まであと一歩となっています。ただその一方で、例年受託していた大口作業の内容量が 

減ってしまった関係もあり、工賃収入は減少へと転じてしまう 1 年となってしまいました。 

そこで今年度は工賃収入の回復を目指すとともに、さまざまな活動体験を積んでいただけるよう、作業

を通じた就労支援・訓練だけではない、活動の幅や選択肢をひろげられるような活動に取り組んでいき 

ます。 

また、専門的な研修の受講や他事業所の調査など、職員の育成とともに事業の発展を目指していき  

ます。『就労継続支援 B型』として、もう一度原点に立ち返り、より高い工賃の支給や就労に向けた能力

の向上に向けた訓練の実施に取り組んでいきます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 個々の到達目標に向けた支援を提供していきます。 
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（1）設定理由・・・ご利用者のニーズが多種多様にあるなかで、一律の作業支援だけでなく、一人   

ひとりの「働きたい」「自立したい」という意欲に寄り添うことが、生活の質の

向上に直結すると考えます。具体的にはスモールステップによる成功体験の 

積み重ねを目指した個別のニーズにもとづいた到達目標を設定し、その達成 

過程を支援することで、自己肯定感を育み、就労への自信を醸成します。個々の

可能性を最大限に引き出し、地域社会のなかで自分らしく役割を果たせること

を目指していきます。 

（２）内容 

    ①個々のニーズをくみ取り、個別の到達目標を設定した支援を提供していきます。 

    ②将来を展望した支援者の思いをしっかり伝えていきます。 

    ③個々の能力に合わせた細かな目標設定と、成功体験の積み重ねを支援していきます。  

 

2. 工賃収入の回復と就労支援活動に取り組んでいきます。 

（1）設定理由・・・工賃は、ご利用者が社会に対して価値を提供した証であり、自立に向けた重要な

原動力です。多くの就労継続支援 B 型事業所において工賃の増収は長年の課題で

すが、その過程においては、単に収入を増やすこと以上に、『自分たちの仕事が 

対価として認められている』『社会の役に立っている』という手応えがダイレクト

に感じられる経験にもつながります。また、少しでも経済的な余裕が生まれる 

ことで、生活の選択肢がひろがり、自立への希望も見えてきます。生産性の向上

や販路拡大に取り組む過程そのものを、ご利用者の働く意欲とスキルを磨く貴重

な実践の場として進捗させていきます。 

（２）内容 

    ①工賃の増収に向けた目標値を設定し、会議等で達成状況の確認を行います。 

    ②自主製品のパッケージ変更や内容量の見直し、新商品の開発・販売に取り組みます。 

    ③地域企業からの請負作業を新規開拓し、安定した仕事量と多様な職域を確保して工賃向上を

目指します。 

 

３.  新たな可能性の発見と地域社会との接点を作るさまざまな活動を提案していきます。 

（1）設定理由・・・生産活動だけでなく、文化・芸術活動、レクリエーション、地域貢献活動などを 

通じて「活動の幅をひろげる」ことで、ご利用者が自分の「得意」や「好き」を

発見する機会を創出します。また、事業所内だけでなく、外部との交流の機会を

設けることで、地域の障害福祉への理解を深めることにもつなげていきます。 

これらのさまざまな体験はご利用者の生活に彩りを与え、心身のリフレッシュを

促すとともに、変化に対応する力や、豊かな人間関係を築くための社会性を養う

機会ともなります。 

（２）内容 

    ①就労訓練をはじめとした就労支援活動を実施します。 

②新たな活動体験としてアートをはじめとした生産活動以外の時間を設け、新たな才能や趣味

の発掘へとつなげていきます。 

③他事業所や一般企業の見学など、ご利用者の将来の選択肢や活動の幅をひろげていくための 

調査に取り組んでいきます。 

 

４. 就労継続支援 B型としての支援力の向上と人財育成をすすめます。 

（1）設定理由・・・福祉サービスの質は、直接関わる職員の資質に大きく依存します。障害特性理解

が多様化・複雑化する現代において、支援員が専門的な知識や倫理観を更新し 

続けることは不可欠です。「支援力の向上」においては、経験豊富なベテラン職員

からの経験の伝達やエビデンスにもとづいた支援が重要です。また職員がやり 

がいを持って成長できる環境（人財育成）を整えることは、離職を防ぎ、安定  

した支援体制を維持することにも直結します。組織全体の専門性が高まることで、 

ご利用者やご家族、地域から信頼される事業所へと進化し続けます。 



9 

 

（２）内容 

 ①会議や日々の申し送りなどで、現状の課題検討や情報の共有を行います。 

 ②就労支援などの専門的な研修などを受講し、人財の育成をすすめます。 

 ③定期的に面談を行い、モチベーションの維持向上やキャリア形成をサポートします。 

Ⅱ．利用実績・財務に関する目標 

１.利用率・目標件数等 

（１）目標値 

   ・こまえ工房 就労継続支援Ｂ型・・利用率 108％ 

（２）設定根拠・・昨年度は概ね 22 名の登録者でしたが、新年度より 2 名の新卒者が増えるため、

24 名の登録となります。昨年度も例年どおりの利用状況が継続されており、平均

利用率も 98％ほどと、安定した利用状況にあります。そこでそれらの数字を  

ベースに、新規利用の 2 名分を加味した目標設定として１０８％という数値を 

設定しました。 

 

2.決算黒字化に向けて 

（１）目標値 

   ・目標契約利用者２5 名 

   ・職員配置常勤換算 6 名の維持 

（２）取り組み内容 

    ・ご利用者本人が自ら選んで決定できる機会を増やすことで、主体的な生活を後押します。 

・特別支援学校をはじめとした関係機関と新規利用枠などの情報を共有し、見学や体験実習の 

受け入れを積極的に行います。 

・限られた人員での情報の共有や連携を図るための『コミュニケーション』を重ねていきます。 

 

Ⅲ．年間予定 

 

作業（取引先企業）・販売イベント・就労支援活動関係 

日にち 名称 内容 

毎月 8 回程度 

毎火・木曜日 

クリーンこまえ ご利用者 2 名＋職員 1名での 

あいとぴあセンタートイレの清掃 

毎月第 2火曜日 
正門前販売 製菓商品（サブレ 6 種類、チョコチップクッキー、  

アーモンドボールなど）の販売接客 

年 3 回 
こまカフェ こまほっとシルバー相談室多摩川住宅で開催される 

認知症カフェでの自主製品の販売接客 

月 10回程度 ＤＭソリューションズ ダイレクトメールの封入封緘作業 

月 1～2 回 東光特殊電線株式会社 カーオーディオのコネクター梱包作業 

不定期  澤田株式会社 糸の見本結び作業 

サブスク用の糸セット作成作業等 

不定期 東光映材 映画やドラマ撮影で使用する手ぬぐいの外干し作業 

不定期 親和産業 パソコン用グリスの梱包作業 

不定期 市役所 各種お知らせの封入、封緘作業 

不定期 ロイヤルインダストリー

ズ 

製品お知らせの封入、封緘作業 

不定期 狛江・生活者ネットワーク チラシ折り、帯止め作業 

不定期 大幸 ボールペンの組み立て作業 

 

活動・行事関係 

日にち 名称 内容 

4 月 利用者会議① 就労 Bご利用者・職員での話し合いの場 
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5 月 上手いもの市販売① 外部イベントでの自主製品販売 

6 月 
グループ外出 全４～５グループでの外出体験 

※行き先は利用者会議内で決定 

7 月 

利用者会議② 

グループ外出 

就労 Bご利用者・職員での話し合いの場 

全４～５グループでの外出体験 

※行き先は利用者会議内で決定 

8 月   

9 月 
YWCA 調布国領まつり販

売 

外部イベントでの自主製品販売 

10 月 利用者会議③ 

府中けやきの森学園けや

きまつり販売 

上手いもの市販売② 

就労 Bご利用者・職員での話し合いの場 

外部イベントでの自主製品販売 

 

外部イベントでの自主製品販売 

11 月 市民まつり販売 

みずきまつり販売 

外部イベントでの自主製品販売 

外部イベントでの自主製品販売 

12 月 障がい者週間販売 外部イベントでの自主製品販売 

1 月 利用者会議④ 

ランチ外食 

就労 Bご利用者・職員での話し合いの場 

 

2 月 ランチ外食  

3 月 パルシステム狛江センタ

ーまつり販売 

外部イベントでの自主製品販売 

毎週月曜日 プール あいとぴあセンター４Fプールでの運動 

毎週火曜日 エクササイズ YouTube 動画に合わせたダンス 

毎月第２・  第

４金曜日 

体育館 総合体育館での運動（今年度は体育館の改修工事の 

ため、10 月まで他会場にて実施） 

隔月 1 回 おんがくまつり 音楽大学卒業生による演奏会 

毎月第２木曜日  自己表現・アート活動 専門講師によるアート活動 

毎回７～８名ずつ参加 

 

不定期 

 

 自主製品販売（地域イベント） 

地域活動（近隣清掃、ゴミ拾い等） 

就労支援活動（都度実施） 

個別支援計画にもとづく個別支援 

外部イベント参加（展覧会出展等） 

 

 

【生活介護】 

 

 一昨年度に通所開始となった２名の中途利用者については、残念ながら昨年度前半で 1 名、後半にも

１名が退所となってしまいました。しかし昨年度の後半でまた 2 名の方が中途利用を希望され、全体の

ご利用者数としては同数で年度を終える形となりました。 

 昨年度当初はご利用者数が増えたことで、利用率の大幅な向上を見込んでいましたが、想定していた 

中途ご利用者は通所が安定せず、また元々在籍しているご利用者のなかには、入院や体調不良等で長期の

お休みを余儀なくされる方も多数おられたことで、利用率は伸び悩み、一昨年度の数字を下回る結果と 

なってしまいました。 

 今年度は新規利用（新卒）の方が 2 名ご利用開始となり、総勢２３名でのスタートとなります。昨年

度同様、ご利用者数が増加した分、“障害状況および支援のさらなる多様化”という課題は、今年度も  

見据えていかなければなりません。新規ご利用者が加わったことで環境の変化に戸惑う方や、心理面で 

影響を受けた方も実際にいらっしゃいます。安心・安全な通所体制をご家族から期待されていることを 

肝に銘じながら、信用を損なわないよう、ひろく行き届かせる支援やご家族への丁寧な対応を実施して 
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いきます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 「楽しい」の追求：ご利用者支援のさらなる充実 

（１）設定理由・・・「楽しい」をモットーに！と設定した昨年度の目標により、祝日開所日を含め   

ご利用者へさまざまな活動の提案・実施をすることができました。今年度はその

“楽しい”という価値をご利用者がより実感できる支援を充実させるため、まず

職員自身が支援に楽しさを見いだし、前向きにかかわることを重要な取り組み

として位置づけます。職員が楽しみ、それをご利用者に伝えられるよう、支援の

質の向上を目指します。 

（２）内容 

    ①サービス等利用計画を意識したケアプランを立案し、個別・チームでの支援を実施します。 

    ②常勤・非常勤にかかわらず、各自が活動時の役割を意識することで、責任感と想いをもって 

支援に取り組める体制をつくります。 

    ③限られた人員のなかでも職員体制（配置）を維持し、ご利用者が安心して過ごせるように、 

偏りのない支援と活動プログラムの実施に努めます。 

    ④四季を感じ取れるように、年間行事を意識した余暇活動の立案・実施をすることで、メリハリ

のある生活を過ごせる機会を提供します。 

    ⑤自主製品づくりとして既存の商品を継続していくと同時に、新たな商品開発にも着手し、もの

づくりへの楽しみや活動意欲の向上へとつながるように促していきます。 

    ⑥自己啓発活動としての外部アート展への出展、音楽イベントへの参加、自主製品販売の参加 

機会などをとおし、地域とのつながりを大切にしていきます。 

    ⑦ご利用者からのニーズが高いグループ外出・グループ外食を年度内に１回ずつ実施します。 

    ⑧祝日開所日は、普段では行うのが難しいことなどを計画し、ご利用者の方に非日常を感じ楽し

んでもらえる機会を提供します。 

 

２. 支援力の向上：日々の業務における学びと実践の積み重ね 

（１）設定理由・・・ご利用者ひとりひとりに寄り添った支援を行うために、職員ひとりひとりの支援

力を高めていくことが大切だと考えています。日々の業務のなかには多くの学び

や気づきがあり、それらをその場限りにせず、支援の工夫や振り返りを重ねて 

いくことが重要です。日常の実践をとおして学びを積み重ねることで、職員の 

経験や知識を深め、部署全体の支援力の底上げにつなげられたらと思います。 

（２）内容 

    ①サービス提供記録および日課チェック表への記載の仕方、記載する内容などについて統一  

していきます。また、記載した内容によっては職員間で共有し、支援へとつなげていきます。 

    ②朝・夕の定時申し送りの時間帯を活用し、生きた情報共有の場としていきます。重要事案に 

関しては、適宜ミーティングを行い、対応策の検討や共通認識が取れるようにしていきます。 

    ③積極的なヒヤリハット報告書の提出を推進し、報告書の振り返りを行うことで、より良い  

ご利用者支援へとつなげていきます。 

    ④半期に１回、職員面談を実施し、支援への思いや方向性などについての確認をしていきます。 

    ⑤常勤・非常勤にかかわらず、積極的な研修への参加や他事業所見学をすすめます。 

 

３.  ご家族や外部の方に向けた情報発信と丁寧なかかわり 

（１）設定理由・・・ご利用者が安心して日々を過ごすためには、ご本人への支援に加え、ご家族や  

関係機関との信頼関係の構築が重要です。日々の支援内容や利用時の様子を  

わかりやすく丁寧に発信することで、ご家族の不安軽減や事業所への理解促進に

つながります。また外部の関係者とも継続的に情報共有を行い、誠実なかかわり

を重ねることは、支援の質の向上や連携体制の強化に寄与します。これらの取り

組みをとおして、安心して利用できる環境を整え、地域に信頼される事業所を 

目指します。 
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（２）内容 

    ①ご家族向けに日々のご利用者の様子や生活介護の取り組みをまとめた生介だよりを継続して

作成・配布します。 

    ②昨年度から開始したサービス提供記録を活用し、ご家族やグループホームと連携しながら、 

利用時の様子に加え、必要と思われる情報についても適宜共有していきます。 

    ③生活介護のパンフレットを新年度の変更状況に合わせて修正し、新年度の実習受け入れ時や

事業所見学者来所時に活用できるようにします。 

 

Ⅱ．利用実績・財務に関する目標 

１.利用率・目標件数等 

（１）目標値 

    ・こまえ工房生活介護・・９０％ 

    ・新規ご利用者獲得 １名 

（２）設定根拠・・令和８年度４月時点で利用契約者数は２３名となります。昨年度は、さまざまな  

理由で目標設定したとおりに利用率を向上させる結果にはいたりませんでした。

今年度は、昨年度後半からの中途利用の２名に加え、４月からの利用（新卒）の  

方が 2 名利用開始することで大幅な利用率増が見込めます。しかし、定員以上の

利用契約者数ではあるものの、全員が毎日通所されるわけではなく、さまざまな 

理由から長期のお休みをされることや、いつ利用終了者が出るかはわからない 

ため、引き続き見学者・実習生の受け入れを積極的に行い、新規ご利用者獲得へと

つなげ安定した利用率を目指します。 

 

2.決算黒字化に向けて 

（１）目標値 

    ・契約者に対しての利用率９４％ 

    ・新規ご利用者獲得 １名 

（２）取り組み内容 

   ※Ⅰ重点目標１～３を着実に実施することで、安定した利用率の確保につながります。 

    ・勤務時間内で業務を完結させるため、職員の事務・作業時間を適宜調整します。 

    ・昨年度取り組めなかった工賃体系の見直しについて再度検討を行います。 

    ・節電をはじめ、省エネを事業所内で推進していきます。 

 

Ⅲ．年間予定 

 

日にち 名称 内容 

１回／月 
生介だより発行 ご利用者の生活（活動など）の様子や部署の取り組み、

次月の予定などを載せてご家族向けに発行。 

５～７月 グループ外出 ご利用者の希望に合わせてグループでの外出を実施。 

随時 
アート展への参加 アートに関する展示会やコンテスト等の情報収集を 

行い、希望者は作品製作、出展。 

１～３月 
グループ外食 ご利用者の希望に合わせ、近隣飲食店を対象にグルー

プでの外食を実施。 

毎月第２水曜日 部署会議 情報共有・業務改善・ご利用者支援の検討・内部研修 

毎月第２水曜日 
ケアプラン検討会 部署会議内にて、次月面談予定者のケアプランについ

て討議。 

適宜 
ミニミーティング 緊急的なご利用者支援や業務改善についての事案が 

出た際、適宜開催。 

半期に１回 職員面談  

３～４月 お花見  

５月 端午の節句  
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７月 七夕  

８～９月 暑気払い  

９月 お月見  

１０月 ハロウィン  

１２月 クリスマス  

１月 新年の集い  

２月 節分  

３月 ひなまつり  

 

☆活動プログラム☆ 

定期プログラム ・音楽大学演奏会（おんがくまつり） 隔月１回：偶数月 

・あいとぴあセンタープール 毎週木曜日 

・狛江市総合体育館での運動 毎月第２・４金曜日 

・利用者懇談会（毎月１回程度） 

創作活動 

及び 

生産活動 

・キャップの貯金箱推進ネットワーク（ボトルキャップ等の分別、回収） 

・寝具工房いづみや（綿畑作業、綿くり） 

・ハッピーキャンドル 

・アロマワックス 

・ハーバリウム 

・一筆箋、ポストカード、しろくまマグネット 

・アート製作（自主製品製作含む） 

・他、企業、団体等からの不定期受注 

その他活動 ・自主製品販売（地域販売、正門前定期販売） 

・外部催事参加（スポーツイベント、展覧会への応募・出展等） 

・音楽活動「しろくまシンガーズ」 

・健康づくり（ウォーキング、ダンス、軽体操、スヌーズレン、ボールスポーツ、ゲ

ーム機を使用した運動等） 

・自立活動（園芸活動、調理活動等） 

・ＩＣＴ活動（パソコン・タブレット・ゲーム機を使用した知育等の活動） 

・グループ活動（テイクアウトランチ・グループ外出・グループ外食） 

・事業所内行事（暑気払い、忘年会等） 

 

 

【グループホームパンダ／パンダユニット・えだまめユニット・やまぼうしユニット】 

 

グループホームパンダユニット・えだまめユニット・やまぼうしユニットでは、障がいのある方が、 

住み慣れた地域での共同生活を営む住居として、「すべてのご入居者が安心して暮らせる、温かく支援的

な環境を提供すること」を目指します。ご入居者が自立した生活を送れるよう、個別のニーズに応じた 

サポートを提供し、地域コミュニティとのつながりを促進します。 

 

Ⅰ．重点目標 

１．個別支援計画とご利用者のニーズにもとづいた援助 

（１）設定理由・・・ご入居者の意思、人格を尊重し、常にご入居者の立場に立ったサービスを実施 

いたします。 

（２）内容 

    ①職員全体で個別支援計画を共有します。毎月の職員会議・世話人会議での情報共有、情報交換

を行い、サービス管理責任者を中心としたチームとしての支援でご利用者を支えます。 

    ②日々の生活はもちろん、定例の利用者会議も利用して、共同生活を営むうえでのコミュニケー

ションをはかれるよう支援します。 

    ③ご入居者の自立支援や社会性の向上を図るため、ご入居者の意思を尊重するとともに、余暇 



14 

 

活動や季節行事を楽しみます。 

 

２．運営基準遵守 

（１）設定理由・・・１.ご入居者の尊厳と安全を守るため、２.事業所の経営基盤を確立し事業を存続

させるため、３.社会的信頼を築くため、グループホーム（共同生活援助）の運営

基準の遵守を徹底します。 

（２）内容 

    ①法人の内部点検を受けることで、基準漏れのリスクを防ぎます。 

    ②マニュアル化・標準化すべき項目を洗い出し、文書化と活用できる体制づくりを行います。 

    ③事業所各ユニットのＢＣＰ計画を整備と精査を行い、万が一のリスク管理に努めます。 

    ④事業所内の意思決定のプロセスを明確化し、透明性に努めます。 

 

３．地域連携 

（１）設定理由・・・地域との連携に取り組みます。地域社会とのつながりを作り、ご入居者が地域の

一員として安心して生活できる環境を整えます。 

（２）内容 

    ①ご入居者と地域との関係づくり、地域の方々へのグループホームおよびご入居者に関する 

理解の促進、サービスの透明性・質の確保、ご入居者の権利擁護のため、地域連携推進会議を

年一回開催します。参加者は、ご入居者、ご家族、地域の関係者、福祉に知見のある人、狛江

市の担当者等を想定します。 

    ②運営の透明性を高めて、ご入居者の権利を守るため、第三者委員の相談活動を活用し、また 

苦情相談があれば積極的に受けつけていきます。 

    ③ご入居者・職員と地域をつなぐ取り組みとして、えだまめユニットの空きスペースを使った、

地域とかかわりのあるイベントを試験的に開催します。 

 

Ⅱ．利用実績・財務に関する目標 

１.利用率・目標件数等 

（１）目標値 

    ・パンダユニット・・８４％ 

    ・えだまめユニット・・９３％ 

    ・やまぼうしユニット・・８３％ 

（２）設定根拠・・ご利用者の個々の予定に合わせた利用日を設定します。空床をなくし、空床が出た

際は、利用調整を迅速に行うことで空床期間を短くします。 

 

2.決算黒字化に向けて 

（１）目標値 

   ・満床の状態を早期に達成し継続します。 

    ・ご利用者全員の７０％以上の月の宿泊を目指します。 

（２）取り組み内容 

   ・長期入院や重病化を未然に防げるよう、健康管理体制を確立しご入居者に応じた健康管理を 

行います。 

   ・地域のグループホーム利用ニーズを把握し、利用調整を迅速に行います。 

    ・見通しが持てるように、個別の状況に応じて月間利用予定を共有します。 

・定期的にご家族をはじめとした関係者間で情報共有を行うことで、信頼関係・協力関係の  

構築を目指します。 

 

Ⅲ．年間予定 

 

日にち 名称 内容 

10 月 地域連携推進会議 地域の関係者が参加し、地域との連携を強化するため
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の会議 

９月・３月 避難訓練 大規模災害を想定した避難訓練 

１２月 クリスマス 季節行事 

1 月 お正月 季節行事 

３月 家族懇談会 ご利用者家族との懇談会 

毎月第３木曜 第三者委員相談日 ご利用者の第三者委員への相談 

最終月曜 

第１水曜 

第３木曜 

パンダ世話人会議 

えだまめ職員会議 

やまぼうし世話人会議 

管理者・サービス管理責任者・生活支援員・世話人の

会議 

定例 利用者会議 ご入居者・管理者・サービス管理責任者等の会議 

随時 個別支援担当者会議 個別支援に関わる職員による会議 

 

 

【えだまめ（短期入所）】 

 

えだまめ短期入所は、グループホームパンダえだまめユニットに併設して、男女それぞれ１床ずつ  

計２床の短期入所事業を実施しています。障がいをお持ちのご利用者が短期間でも安心して過ごせる 

環境を提供し、可能な限り自立した生活を送るためのサポートを行います。また、ご家族が一時的に休息

やリフレッシュを取るためのサポートをします。 

 

Ⅰ．重点目標 

１．個別に応じた生活支援の提供 

（１）設定理由・・・ご利用者が安心して快適に過ごせるような環境を提供します。個別のニーズに

応じて、支援の内容をカスタマイズしていきます。 

（２）内容 

    ①栄養バランスの取れた食事を提供します。必要に応じて食事中のサポートを行います。 

    ②安心で安全な入浴環境を提供します。入浴中のサポートを行い、安全に努めます。 

    ③トイレ使用時のサポートを行います。介助が必要なご利用者には必要な支援を行います。 

 

２．健康管理 

（１）設定理由・・・ご利用者の健康状態を適切に維持するための健康管理を実施します。 

（２）内容 

    ①利用中の体温測定や血圧測定などの健康チェックを行います。 

    ②ご利用者が適切に薬を服用できるようにサポートし、必要に応じて、医療機関など関係機関と

の連携を行います。 

    ③定期的な手洗いや消毒を徹底し、感染症の予防に努めます。 

    ④スタッフがご利用者とコミュニケーションを取り、精神的なサポートを行います。 

 

Ⅱ．利用実績・財務に関する目標 

１.利用率・目標件数等 

（１）目標値 

    ・えだまめ（短期入所）・・９０％（上半期 80％ 下半期１００%） 

（２）設定根拠・・同日中の入退所を設定することで、１００%以上の利用受け入れが可能なため。 

 

2.決算黒字化に向けて 

（１）目標値 

    ・年間の事業収益７２０万円を目指します。 

（２）取り組み内容 

    ・計画的で間違いのない月間利用予定を作成します。 

    ・営業活動を積極的に行い、関係機関との連携に努めます。 
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Ⅲ．年間予定 

 

日にち 名称 内容 

定例 職員会議 管理者・サービス管理責任者・生活支援員の会議 

随時 個別支援担当者会議 個別支援に関わる職員による会議 

 

 

【みずきケアセンター狛江】 

 

みずきケアセンター狛江が抱えている課題はいくつかありますが、そのなかでも黒字化は大きな課題

です。収支の状況を精査し、根拠をもってプラスにしていくことが重点課題と言えます。そのためにも、 

利用目標の適正化やニーズの掘り起こしやマッチング等、黒字化に向けての取り組みが必要です。また 

ヘルパーの確保も継続的に行っていかなければならない課題のひとつです。基盤整備という意味では 

これらのことをひとつひとつ丁寧に対策を立てていき、安定した事業運営を行えるようにしていきたい

と思います。 

支援業務においては、強度行動障害の方等に対処できるよう職員、ヘルパーのスキルアップを図って 

いきます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. 安心安全で適切な支援を行うため支援力を高めます 

（１）設定理由・・・ご利用者の障害特性や状況はさまざまであり、強度行動障害等の方のご利用もある

ため専門的な知識や対応のノウハウを学ぶ必要があります。 

（２）内容 

   ①常勤職員が専門性を学ぶため外部研修等に参加し、ヘルパー会議で伝達していきます。 

   ②強度行動障害のご利用者等に対応する場合は事前に会議等で勉強会等を開催し、全体で情報 

共有を行います。 

③事故防止のため会議のなかでひとつひとつ丁寧に検証し、意識を高めるとともに、必要であれば 

介助（支援）方法の見直しを行っていきます。  

④一般的な手洗い、うがい、消毒などの感染症対応を徹底し、安心安全に利用してもらえるよう 

環境整備に留意します。 

 

２.  安定した経営を行うため、利用目標の適正化を図ります。 

（1）設定理由・・・安定した経営を行うために人財の確保や利用率を意識すること、ニーズに応え 

ることは重要ですが、まずは基本となる利用目標が適正な数値なのか精査する 

必要があります。 

（2）内容 

  ①収支の状況を見極めながら適正な利用目標を設定します。 

  ②多様なニーズに対応できるようキャリアアップ採用チームと連携し安定した人財の確保をすす

めていきます。 

   ③ヘルパーの対応範囲をひろげ、利用の追加や変更があってもフォローアップが効くような体制 

を整備します。 

 

Ⅱ．利用実績・財務に関する目標 

１.利用率・目標件数等 

（１）目標値 

     ・あいとぴあ日中一時支援室： ５５%（一日平均 １．１名） 
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     ・移動支援：１２０時間／月 

     ・居宅介護： ７０時間／月     

（２）設定根拠・・みずきケアセンター狛江として安定した経営をしていくためには年間１，２００万

円の収入を目指すことを一つの目標としたいが、最初は現在の利用状況や事業所の  

体制等を踏まえた数字を設定することが現実的であり、中期的（3 年を）に改善へ  

導きたいと考えます。 

 

2.決算黒字化に向けて 

（１）目標値 

    ・みずきケアセンター狛江の収入を前年度対比３００万円プラスにします。 

    ・登録ヘルパーを 2 名以上増やします。 

（２）取り組み内容 

    ・収入の動きを中期的に見通し３年を目途に黒字化を達成します。 

     ≪収入の推移（目標値）≫ 

 ２０２６年度 ２０２７年度 ２０２８年度 

日中一時支援 ２００万円 ２００万円 ２５０万円 

移動支援 ４００万円 ４５０万円 ５５０万円 

居宅介護 ３００万円 ３５０万円 ４００万円 

   ・日中一時支援においては狛江市との連携を強化し、利用者増を目指します。 

    ・人件費管理・分析を強化します。 

 

Ⅲ．年間予定 

 

日にち 名称 内容 

毎月第３月曜日 運営会議 ①月次報告②検討事項③情報共有④予定確認 

毎月第３月曜日 ヘルパー会議 ①月次報告②検討事項③ミニ研修④情報共有 

2 回/年 防災訓練 訓練とマニュアルの確認（ポンテと合同） 

 

 

【こまほっとシルバー相談室多摩川住宅】 

 

 狛江市のなかで「高齢者のみの世帯」や「独居の高齢者」が多く暮らしている多摩川住宅。この地域 

（西和泉）の高齢化率は 50％を超えていると言われています。とはいえ、仕事をしている方や、地域の

なかで役割をもって元気に活動されている方もたくさんいらっしゃいます。こまほっとの活動イベント

も、地域の皆さんのご意見やご協力を得て計画・実施されています。 

見守り活動で大切なことは、信頼関係の構築です。地域をよく知り、地域のなかを歩き、地域住民に 

会いに行くことから始まります。「顔が見える」「名前がわかる」という安心感が「何かあった時に頼りに

なる事業所」につながると考えます。 

今年度もかかわる全ての皆さんと協働しながら、一緒に安心のネットワークをひろげて行く見守り 

事業にしてまいります。 

 

Ⅰ．重点目標 

1. 見守り活動の充実と地域のネットワークの強化 

（1）設定理由・・・生活課題の有無にかかわらず、その人の「変化」に気づく地域づくりか必要です。 

「顔が見える」安心感を地域のなかでひろげ、相互に協力しながらネットワークを

強化していく必要があります。 

（2）内容 

   ①アウトリーチ活動→定期的な訪問活動をしていきます。 

    ②見守り活動の協力者との連携をさらに強化していきます。 

    ③個別訪問時の傾聴→個別の相談内容に対応し、段階的に必要な支援につなげていきます。 
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    ④個人情報の取り扱いに十分注意していきます。 

 

2. 情報の更新 

（1）設定理由・・・見守り活動のツールとして、情報を常に更新する必要があります。 

（2）内容 

    ①お預かりしている個人情報の更新→台帳のチェックを行います。 

    ②担当エリアの情報共有を毎月の連携会議で行い、見守りネットワークを強化していきます。必要

時にはその都度情報共有をしていきます（行政・地域包括支援センター・民生・児童委員）。 

③個人情報の取り扱いに十分注意して共有していきます。 

④各所からの情報誌・チラシの更新をしていきます。 

 

Ⅱ．年間予定 

 

日にち 名称 内容 

毎月第１火曜日 たまたま実行委員会 地域住民による地域会議・イベント企画等 

毎月第１水曜日 こまほっと連携会議 あいとぴあ地域包括支援センターとの連携会議 

毎月第 2木曜日 こまほっと会議 部署会議・月次報告・日程確認・検討事項 

隔月第 3木曜日 狛江市介護支援専門員 

連絡会 

情報共有・研修等 

年 1 回 
東京都高齢者見守り相談

窓口関係者連絡会 

連絡、情報共有、講習会 

年 1 回 
個人情報の取扱いに関す

る定期的検査 

狛江市職員による聞き取り調査 

（事前にヒアリングシート提出） 

毎月第 3水曜日 こまカフェ 

（認知症カフェ） 

認知症の方・ご家族・地域をつなぐ居場所提供 

（主催：あいとぴあ地域包括支援センター） 

毎月第 4水曜日 メイさんカフェ 他事業所のカフェ活動・場所提供 

（主催：就労継続支援Ｂ型事業所ワークインメイ） 

年 1 回 防災セミナー 狛江消防署地域防災課担当を講師に迎えて実施 

月 1 回 映画鑑賞会 たまたまの会（地域住民の会）主催の映画会 

月 1 回 

季節やニーズに

合わせて実施 

たまたま工房  

展示会 

セミナー 

たまたまの会（地域住民の会）主催の趣味の会 

季節飾りなどの制作 

地域の個人・サークル・事業所等の作品展 

随時 見学、案内、事業説明 相談員が対応 

必要時 地域会議 個別のケース対応 

 

 

【相談支援センターみずき】 

 

 相談支援センターみずきが狛江市に移転して１４年が経ちました。当初は相談支援事業所として近隣

に渡って多くの案件に取り組み、必要とされる利用者支援を行うことを念頭に日々業務に邁進してまい

りました。現在までに職員体制が変わったことにより、市内で必要とされる方々に対して担当地域別での

取り組みを行い、個々の情報整理や事務所の体制整備を見直しています。そのなかで、相談支援としての

心構えや丁寧な支援を心がけ、更なる相談支援の質の向上を目指してきました。 

これからも相談支援としての独立性・中立性を保ちつつも、狛江エリアの事業所のひとつとして、他 

事業所と共にチームとしての役割を担えるよう連携し協働していきます。そして地域のなかで必要と 

される存在となれるよう初心を忘れずにしっかりとした信頼を得られるような支援に取り組んでまいり

ます。 

 

Ⅰ．重点目標 

１. ご利用者に寄り添い、思いや願いを表出できるような計画を作成していきます。 
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 （１）設定理由・・・ご利用者の意思を尊重し、ひとりひとりに合わせた支援を行うことが大切です。 

 （２）内容 

    ①ご本人の視点から考えられる目標をみつけ、ニーズを抽出していきます。 

    ②個々の支援の在り方を支援側がチームとして捉えられるように調整役として働きかけます。 

③相談支援を行うために必要な知識や情報を得られるよう、自己研鑽に励みます。 

 

２. ご利用者が地域であたりまえの生活を過ごせるよう支援先をつなぎ、方向性を合わせながらサポー

ト体制をつくります 

（１）設定理由・・・ひとりひとりのニーズに合わせた適切な支援が行き届くように現状を把握し  

計画を作成することで、多様なサービスを提供できるよう関係機関が連携して

いく必要があります。 

（２）内容 

①把握したニーズにもとづき具体的なサポート計画を立てていきます。 

②定期的な評価・見直しを行い目標が達成されているかを確認し、柔軟に内容を見直します。 

③地域において持続可能で包括的なサポート体制をつくっていきます。 

 

Ⅱ．利用実績・財務に関する目標 

１. 利用率・目標件数等 

（１）目標値（請求件数） 

    ・相談支援センターみずき 

     ・計画相談： ２５件／月（令和 7 年 4 月～令和 8年 1 月 平均 18.1 件）  

     ・障害児相談： ２５件／月（令和 7年 4 月～Ｒ8年 1 月 平均 15.2 件） 

（２）設定根拠・・昨年度は目標値を 40件としていましたが、相談支援専門員の体制が整う今年度は

市内のセルフプラン作成率の高さを解消し、課題解決の一助となるよう、積極的な

新規利用者の獲得を目指していきます。 

          また経営的には、現在の職員体制では事業所の月の請求件数は６０件以上必要と 

認識し、２～３年ほどの期間をかけて達成していくためのステップの一年としたい

と思います。 

            

２.決算黒字化に向けて 

（１） 目標値 

・今年度は相談支援専門員（常勤）一人あたり新規利用者を月１～２件増やし、一人あたりの

担当利用者数６0人以上を目指します。 

（２） 取り組み内容 

・障がいのある方やそのご家族が安心して地域で暮らしていくためのニーズを把握し、必要な   

サポートにつなげていく役割として常に寄り添える支援を行います。 

・会議開催時や事業所訪問記録、医療との連携時の情報提供などに積極的に取り組み加算要件

を満たしていきます。専門的な支援体制として研修修了者の配置を公表します。 

    

Ⅲ．年間予定 

 

日にち 名称 内容 

毎月第１，３木曜日 
狛江市地域資源を考える会および

相談支援事業所連絡会 

情報共有、地域課題を探る事例検討、他 

毎月第 2木曜日 相談支援センターみずき会議 会議（報告、情報共有） 

毎月第３木曜日 事例検討会 狛江市内相談支援事業所 

随時 狛江市自立支援協議会  

年４回第４木曜日 サービス支援交流会 座談会、情報共有、事例検討他 
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